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伊都キャンパスから環境問題へのメッセージを

トップメッセージ

九州大学総長

有川 節夫

、 、 。九州大学は 福岡市西部に 豊かな自然環境と共生する伊都キャンパスの整備を進めています

平成17年度及び平成18年度の工学系に続き、平成21年４月には全学教育等が移転しました。伊都

キャンパスでは、環境への配慮を最重要課題のひとつとし、キャンパスの中央に位置する湧水源

の谷を生物多様性保全ゾーンとして確保し、地下水や生態系等の環境監視調査も継続して実施し

。 「 」ています この生物多様性保全ゾーンを中心に展開する 自然共生社会を拓くアジア保全生態学

がグローバルＣＯＥプログラムにも採択され、東京大学と共同して、活発な教育研究活動が文字

通りグローバルに展開しています。

地球の未来は温室効果ガスの排出量の大幅な削減にかかっていますが、これを実現するには化

石燃料を用いない次世代エネルギーや省エネルギーの革新的技術開発が不可欠です。伊都キャン

パスは、環境・エネルギーキャンパスと位置づけられており、次世代エネルギーの研究拠点とし

ての整備が進み、水素や自然エネルギー等の開発研究が行われています。

また、九州大学の百周年記念事業の一環として、平成19年度には「東アジア環境問題プロジェ

クト」がスタートしました。このプロジェクトは50名を超える研究者から組織され、中国や韓国

の大学とも連携し、産官学の幅広い協力体制のもと、大気汚染や水問題など様々な環境問題に取

り組んでいます。

平成21年9月には、約12年に及んだ病院の再開発計画が完了しました。新病院は、コージェネ

レーションやトイレ水の循環利用など環境に優しい施設となっています。

九州大学は、今後とも、この美しい地球が、あらゆる生物が安心して住める星であり続けるよ

う最大限の努力を続けてまいります。

平成 21年 9月 30 日

有川 節夫九州大学総長

2009. 7.12伊都キャンパス 撮影日：
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大 学 概 要

国立大学法人 九州大学事業所名

〒 福岡市東区箱崎６丁目１０－１所在地 812-8581
（番号案内）TEL 092-642-2111

URL http://www.kyushu-u.ac.jp

年（明治 年） 月 日設 立 1911 44 1 1

（ 平成21年8月 現在 ）大学の組織

教職員・学生： 名 （平成21年8月 現在）構成員 23,391
［内訳］ 教職員 名（ 教員： 名、 職員： 名 ）4,803 2,193 2,610

大学院生 名（ 修士課程 ： 名、専門職学位課程 ： 名、6,875 3,726 472
博士課程 ： 名 ）2,677

学部学生 名（ ～ 年次： 名、 年次以上： 名 ）11,713 1 3 8,076 4 3,637

環境報告対象の組織

箱崎文系地区（ 文系 ）

箱崎理系地区（ 理学系、農学系、附属図書館、情報基盤研究開発センター ）

病院地区（ 医学系、歯学系、薬学系、生体防御医学研究所、病院 ）

伊都地区（ 工学系、システム情報科学系 ）

六本松地区、平成 年 月より伊都地区（ 比較社会文化研究院等、言語文化研究院等 ）21 4
大橋地区（ 芸術工学系 ）

筑紫地区（ 総合理工学系、応用力学研究所、先導物質化学研究所、健康科学センター）

別府地区（ 別府先進医療センター ）

報告期間

2009 2008 20 4 21 3「 」 、 （環境報告書 に記載している内容は 主に 年度 平成 年 月１日から平成 年

月 日まで）の取り組み、データを中心にまとめており、一部に、平成 年 月 日以前及び31 20 3 31
平成 年 月１日以降 月末までの取り組みや活動が含まれています。21 4 7

大学院（ 学府( )、研究院( ) ）18 16
学部( )11
附置研究所( )3

役員会 病院

附属図書館

総長 理事( ) 情報基盤研究開発センター8
健康科学センター

学内共同教育研究施設( )34
総長特別補佐( ) 監事( ) 機構( )7 2 4

推進室等( )12
（ ）内の数値は人数 事務局 （ ）内の数値は組織の数

第１章 環境配慮活動に向けて
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キャンパスマップ

＊ 土地及び延床面積は地区外にある宿舎等を含む。 平成 年 月 日現在21 4 1

地　区 所 在 地 土 地［ｍ２］ 延床面積［ｍ2］

箱崎文系地区 福岡市東区箱崎 6-19-1
455,312

31,859

箱崎理系地区 福岡市東区箱崎 6-10-1                246,932

病院地区 福岡市東区馬出 3-1-1 313,745 329,816

伊都地区 福岡市西区大字元岡 744 1,706,777 203,525

六本松地区 福岡市中央区六本松 4-2-1 88,513 46,865

大橋地区 福岡市南区塩原 4-9-1 63,058 47,084

筑紫地区 春日市春日公園 6-1 257,334 80,925

別府地区 大分県別府市大字鶴見字鶴見原 4546 100,217 17,501

第１章 環境配慮活動に向けて

地　区 所 在 地 土地［ｍ2］

農学部附属農場 福岡県粕屋郡粕屋町 396,670

福岡演習林 福岡県粕屋郡篠栗町 4,813,493

宮崎演習林 宮崎県東臼杵郡椎葉村 29,161,474

北海道演習林 北海道足寄郡足寄町 37,152,419
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九州大学環境方針

九州大学は、地球未来を守ることが重要な課題であることを認識し、環境に配慮した実践

活動を通じて、地球環境保全に寄与する人材を育成するとともに、地球に環境負荷をかけな

い社会を実現するための研究を推進する。

九州大学は、以下に掲げる活動方針に従って、環境目的、目標、及び計画を定め、環境活動

の実施状況を点検・評価することにより、継続的環境改善を図ることとする。

（環境マネジメントシステムの構築）

１． 全学の他、各部局等においても環境マネジメントシステムを構築し、環境に配慮した活動に

積極的に取り組み、環境に優しいキャンパスの実現を目指す。

（構成員）

２． 学生及び教職員は、本学に関係する事業者や地域住民とともに、環境に配慮した活動に取り

組み、本学はこれを支援する。

（環境に関する教育・研究の充実）

３． 地球環境に関する教育カリキュラム及び環境負荷低減のための研究を、総合大学としての特

長を生かして充実させ、地球環境の保全に寄与する。

（法令遵守等）

４． 本学におけるすべての環境活動において、法令を遵守し、環境汚染の防止や温室効果ガスの

削減等に努める。

（コミュニケーション）

５． 環境に関する情報を学内外に伝えるため、環境報告書を作成、公表する。作成にあたっては

法令に関する重要な情報を虚偽なく記載することにより信頼性を高める。

この環境方針は、すべての学生、教職員及び関係事業者に周知させるとともに、

ホームページ等を用いて広く開示する。

平成 ２１年 ４月 １日

活動方針

基本理念

第１章 環境配慮活動に向けて
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部 局 等 ト ッ プ メ ッ セ ー ジ

部 局 等 ご と に 作 成 し た 環 境 報 告 書 に 掲 載 さ れ た ト ッ プ メ ッ セ ー ジ の 概 要 を 示 し ま す 。

箱 崎 文 系 地 区 ト ッ プ メ ッ セ ー ジ

、 『 』九 州 大 学 は 2011年 の 百 周 年 事 業 の 一 環 と し て 東 ア ジ ア 環 境 問 題

に 全 学 で 取 り 組 む こ と と し 、 2009年 に 「 東 ア ジ ア 環 境 問 題 プ ロ ジ ェ ク

ト 」 を 開 始 し ま し た 。 こ れ は 大 変 タ イ ム リ ー な プ ロ ジ ェ ク ト で あ る と 思

い ま す 。 こ の プ ロ ジ ェ ク ト は 、 環 境 研 究 に 取 り 組 む 研 究 者 を 全 学 よ り 集

め 、 中 国 や 韓 国 等 東 ア ジ ア の 主 要 大 学 、 お よ び 日 本 の 企 業 や 行 政 と 連 携

し て 、 都 市 環 境 、 大 気 汚 染 、 海 洋 汚 染 、 河 川 汚 染 、 沙 漠 化 、 水 な ど の 諸

問 題 と 、 環 境 負 荷 の 少 な い 住 空 間 シ ス テ ム 、 社 会 シ ス テ ム の 構 築 、 食 の

、 、 。安 全 の 確 保 な ど 広 範 囲 に わ た っ て 研 究 し 解 決 策 を 導 き 出 す も の で す

箱 崎 文 系 地 区 の 部 局 か ら も 複 数 の 教 員 が こ の プ ロ ジ ェ ク ト に 参 加 し て お

り 、 ア ジ ア あ る い は 世 界 の 環 境 問 題 の 解 決 に 大 い に 貢 献 す る こ と が 期 待

さ れ ま す 。

こ の 「 環 境 報 告 書 2009」 は 、 2007年 度 、 2008年 度 に 引 き 続 き 、

。 、箱 崎 文 系 地 区 が 公 表 す る も の で す 箱 崎 文 系 地 区 に お け る 環 境 配 慮 活 動

環 境 教 育 ・ 研 究 と 環 境 保 全 、 エ ネ ル ギ ー ・ 資 源 の 削 減 に つ い て 記 載 さ れ

て い ま す 。 そ の 中 で 、 何 に も 増 し て 一 人 一 人 が 自 然 環 境 へ の 負 荷 軽 減 の

意 識 を 向 上 さ せ る こ と が 重 要 で あ る こ と に は 間 違 い は あ り ま せ ん 。 皆 様

に は 、 こ の 環 境 報 告 書 を ご 高 覧 い た だ き ま し て 、 ご 指 導 、 ご 鞭 撻 を 頂 戴

で き れ ば 幸 甚 で す 。

伊 都 地 区 セ ン タ ー ゾ ー ン ト ッ プ メ ッ セ ー ジ

社 会 に 開 か れ た 大 学 と し て の 環 境 配 慮 活 動 の 推 進 に 向 け て

九 州 大 学 伊 都 地 区 セ ン タ ー ・ ゾ ー ン は 、 平 成 ２ ０ 年 度 末 に 六 本 松 地 区

か ら 移 転 し て き た 高 等 教 育 開 発 推 進 セ ン タ ー 、 言 語 文 化 研 究 院 、 比 較 社

会 文 化 学 府 、 比 較 社 会 文 化 研 究 院 の 部 局 か ら 構 成 さ れ 、 さ ら に １ ０ 月 に

は 数 理 学 研 究 院 ・ 学 府 が 加 わ る こ と に な り ま す 。

本 地 区 で は 、 こ れ ら の 研 究 院 ・ 学 府 に お け る 研 究 活 動 と 大 学 院 教 育 だ

け で な く 、 低 年 次 の 全 学 教 育 を 実 施 し て お り 、 数 百 人 の 大 学 院 生 に 加 え

て 、 前 期 に は 約 5,200人 、 後 期 に は 約 2,600人 の １ 、 ２ 年 生 が 学 ぶ 地 区

で も あ り ま す 。 ま た 、 伊 都 地 区 セ ン タ ー ・ ゾ ー ン は 、 キ ャ ン パ ス の 玄 関

口 に 当 た り ま す 。 そ の 地 区 に 上 記 の よ う に 多 数 の 学 部 １ 、 ２ 年 生 を 擁 し

て い る こ と か ら 、 セ ン タ ー ・ ゾ ー ン 独 自 の 環 境 問 題 も 生 じ る こ と が 考 え

ら れ ま す 。

伊 都 地 区 セ ン タ ー ・ ゾ ー ン は 、 九 州 大 学 の 環 境 方 針 の 基 本 理 念 に 則 り

環 境 問 題 に 関 す る 教 育 ・ 研 究 を 推 し 進 め る と 同 時 に 、 地 球 温 暖 化 問 題 へ

の 対 応 、 循 環 型 社 会 へ 移 行 す る た め の 対 応 並 び に 学 内 の 環 境 保 全 等 を 積

極 的 に 推 進 し て い ま す 。

箱崎文系地区

協議会議長

人間環境学研究院長

河野 昭彦
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部 局 等 ト ッ プ メ ッ セ ー ジ

グ ロ ー バ ル な 環 境 を 常 に 意 識 し て理 学 研 究 院 等 ト ッ プ メ ッ セ ー ジ

私 た ち の 人 間 活 動 が 、 自 然 界 に 何 ら か の 形 で 影 響 を あ た え る こ と は 避

け ら れ ま せ ん 。 私 た ち の 活 動 に よ り 排 出 さ れ た 有 害 物 質 が 局 所 的 に 高 濃

度 と な り 、 周 辺 の 環 境 を 悪 化 さ せ る こ と は 、 公 害 問 題 な ど 比 較 的 早 く か

ら そ の 対 策 が 実 行 さ れ て き ま し た 。 一 方 で 、 一 見 無 害 と 思 わ れ る 物 質 や

極 微 量 の 物 質 の 排 出 が 、 グ ロ ー バ ル な 環 境 に 大 き な 影 響 を 与 え 、 ひ い て

は 地 球 上 の 生 命 存 続 そ の も の に も 関 わ る 重 大 な 問 題 に 発 展 し 得 る こ と は 、

フ ロ ン に よ る オ ゾ ン 層 破 壊 、 人 為 的 二 酸 化 炭 素 排 出 に よ る 地 球 温 暖 化 、

環 境 ホ ル モ ン が 生 態 系 に 与 え る 影 響 な ど に よ り 、 漸 く 一 般 に 認 識 さ れ る

よ う に な っ て き ま し た 。

大 学 の 使 命 で あ る 教 育 ・ 研 究 を 遂 行 す る に 当 た り 、 環 境 問 題 を 常 に 意

識 す る 必 要 が あ る こ と は 言 う ま で も あ り ま せ ん 。 特 に 大 学 に お い て は 、

実 験 に 伴 う 種 々 の 物 質 の 排 出 に は 特 に 注 意 を は ら う 必 要 が あ り ま す 。 大

学 で 学 び 働 く 私 た ち が 局 所 的 な 環 境 の み な ら ず 常 に グ ロ ー バ ル な 環 境 問

題 を 念 頭 に 置 い て 、 教 育 ・ 研 究 に 従 事 す る こ と は 私 た ち に 課 せ ら れ た 当

然 の 責 務 で す 。 理 学 研 究 院 等 で は 、 こ の 報 告 書 に 述 べ ら れ て い る よ う に

様 々 な 環 境 維 持 改 善 活 動 を 実 行 し て い ま す 。

工 学 部 ト ッ プ メ ッ セ ー ジ

新 キ ャ ン パ ス 計 画 に 際 し て は 、 環 境 へ の 配 慮 を 最 重 要 課 題 と し て 取 組

ん で お り 、 地 下 水 や 生 態 系 等 の 環 境 監 視 調 査 も 継 続 的 に 実 施 さ れ て い ま

す 。 ま た 、 伊 都 キ ャ ン パ ス の 共 通 課 題 を 審 議 す る 伊 都 地 区 協 議 会 の 下 に 、

、 、教 職 員 ・ 学 生 の 代 表 で 構 成 さ れ る 環 境 対 策 WG が 設 け ら れ て お り 毎 年

一 斉 清 掃 や 、 環 境 NPO 団 体 や 地 元 住 民 等 と 協 力 し て 、 キ ャ ン パ ス 内 の 植

樹 活 動 等 、 美 化 ・ 環 境 保 全 に 積 極 的 に 取 組 ん で い ま す 。

教 育 研 究 活 動 面 で は 、 工 学 部 お よ び 大 学 院 の 工 学 府 ・ シ ス テ ム 情 報 科

学 府 の 各 専 門 分 野 に お い て 、 今 や ｢環 境 ｣と い う キ ー ワ ー ド は 共 通 し て 重

要 課 題 と し て 取 組 ま れ て い ま す 。 と り わ け 、 工 学 研 究 院 附 属 の 研 究 セ ン

タ ー で あ る ｢循 環 型 社 会 シ ス テ ム 工 学 研 究 セ ン タ ー ｣は 、 2008年 4月 に 、

旧 環 境 シ ス テ ム 科 学 研 究 セ ン タ ー を 改 組 拡 充 し て 誕 生 し 、 分 野 横 断 に よ

る 組 織 体 制 の 下 、 持 続 可 能 な 社 会 実 現 に 向 け 、 環 境 技 術 や シ ス テ ム に 関

す る 先 導 的 な 研 究 活 動 を 展 開 し て い ま す 。 さ ら に 、 本 年 4月 か ら は 、 文 部

科 学 省 特 別 教 育 研 究 経 費 の 支 援 を 受 け 、 東 ア ジ ア の 廃 棄 物 な ど の 都 市 環

境 、 水 質 汚 染 、 大 気 汚 染 な ど の 環 境 問 題 を 国 際 ・ 学 際 的 に 研 究 活 動 を 展

開 す る ｢東 ア ジ ア 環 境 研 究 機 構 ｣（ 機 構 長 :有 川 節 夫 総 長 ） が 設 置 さ れ 、 そ

の 実 質 的 な 活 動 拠 点 を 、 前 述 の 循 環 型 社 会 シ ス テ ム 工 学 研 究 セ ン タ ー に

置 い て 活 動 を 繰 り 広 げ て い ま す 。

第１章 環境配慮活動に向けて

理学研究院長

宮原 三郎

工学部長

日野 伸一
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第１章 環境配慮活動に向けて

部 局 等 ト ッ プ メ ッ セ ー ジ

芸 術 工 学 部 ト ッ プ メ ッ セ ー ジ

人 類 は 技 術 を 用 い て 自 然 か ら 多 大 な 糧 （ か て ） を 得 て い ま す が 、 そ の

結 果 と し て 環 境 へ の 負 荷 が 過 大 に な れ ば 、 生 活 の 知 恵 と し て 引 き 継 が れ

て き た 循 環 シ ス テ ム に も 限 界 が き ま す 。 化 石 燃 料 を は じ め と す る エ ネ ル

ギ ー の 利 用 に よ っ て 、 こ れ ま で に 限 り な い 便 利 性 を 享 受 し て き ま し た 。

し か し 、 地 球 温 暖 化 や オ ゾ ン 層 の 破 壊 と い っ た 負 の 遺 産 を 子 供 た ち に 残

す わ け に は い き ま せ ん 。

芸 術 工 学 の 教 育 研 究 の 理 念 は 「 技 術 の 人 間 化 」 で す 。 こ の “ 人 間 化 ”

と い う 言 葉 に は 、 単 に 健 康 や 心 地 よ さ を 求 め る だ け で な く 、 そ の 結 果 と

し て 予 測 さ れ る エ ネ ル ギ ー 消 費 や 廃 棄 等 に よ る 地 球 環 境 及 び 生 態 系 へ の

影 響 も 同 時 に 配 慮 す る 意 味 が 込 め ら れ て い ま す 。 地 球 が 健 康 で あ っ て 、

は じ め て 人 類 も 健 康 に な れ る の で す 。 こ の 芸 術 工 学 の 理 念 を 踏 ま え て 技

術 の 進 路 を 計 画 し 、 実 行 す る こ と こ そ 、 地 球 環 境 と 人 類 の 繁 栄 の 両 立 に

つ な が る と 信 じ て い ま す 。

芸 術 工 学 研 究 院 で は 、 環 境 に 関 す る カ リ キ ュ ラ ム も 数 多 く あ る た め 、

学 生 の 環 境 意 識 を 養 成 し 、 こ れ か ら の 地 球 環 境 へ の 意 識 を 高 め て い く 必

要 が あ り ま す 。

病 院 地 区 ト ッ プ メ ッ セ ー ジ

近 年 の 環 境 問 題 へ の 取 り 組 み は 、 地 球 未 来 を 守 る と い う 地 球 規 模 で の

重 要 な 課 題 で あ り 、 九 州 大 学 病 院 地 区 に お き ま し て も 、 地 球 に 環 境 負 荷

を か け な い 社 会 を 実 現 す る た め の 環 境 配 慮 活 動 に 率 先 し て 取 り 組 み 、 継

続 性 の あ る 環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム を 構 築 し 、 各 教 職 員 が 互 い に 協 力

し 合 い 、 意 識 を も っ て 実 際 に 行 動 し な け れ ば な ら な い と 考 え て お り ま す 。

九 州 大 学 病 院 地 区 の 新 病 院 建 設 は 、 平 成 １ ０ 年 ３ 月 に 着 工 さ れ 、 平 成

１ ４ 年 ４ 月 の 南 棟 開 院 、 平 成 １ ８ 年 ４ 月 の 北 棟 開 院 に 続 き 、 い よ い よ 本

年 ９ 月 に 新 外 来 診 療 棟 が オ ー プ ン し 、 数 年 に 及 ん だ 旧 病 院 か ら 新 病 院 へ

の 移 行 が 完 了 い た し ま す 。

新 病 院 の 建 物 は 、 省 資 源 ・ 省 エ ネ ル ギ ー 対 策 と し て 自 家 発 電 （ コ ー ジ

ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム ） が 採 用 さ れ 、 の 排 出 量 の 少 な い 環 境 負 荷CO2
低 減 の 実 現 や ト イ レ 水 の 循 環 利 用 な ど 環 境 に や さ し い 施 設 と な っ て お り

ま す 。

環 境 配 慮 活 動 の 一 環 と し て 古 紙 分 別 回 収 に つ い て は 、 各 部 署 へ の 通 知

・ ポ ス タ ー 貼 付 に よ る 周 知 を 徹 底 し て 行 う こ と に よ り 、 前 年 に 比 し 古 紙

回 収 量 の 増 加 に も 繋 が っ て お り 、 今 後 は さ ら に 古 紙 以 外 の 活 動 を 含 め た

積 極 的 な 取 り 組 み を 進 め て い く 所 存 で あ り ま す 。

ま た 、 環 境 活 動 の 実 施 状 況 を 点 検 ・ 評 価 し 、 継 続 的 環 境 保 全 を 図 る こ

と は 重 要 で あ り 、 そ の た め に は 、 二 酸 化 炭 素 の 吸 収 源 と な る 樹 木 の 保 全

や 建 物 の 再 利 用 な ど 、 環 境 保 全 を 最 優 先 と し て 環 境 負 荷 の 低 減 に 取 り 組

ん で 参 り ま す 。

芸術工学研究院長

安河内 朗

 
 
 

環境報告書  ２００９ 

 
 
 

九州大学芸術工学部 

 

医学研究院長

高栁 涼一

 
環境報告書 

２００９  
 

 
 

九州大学病院地区  
 



- 8 -

第１章 環境配慮活動に向けて

部 局 等 ト ッ プ メ ッ セ ー ジ

農 学 研 究 院 ト ッ プ メ ッ セ ー ジ

農 学 系 科 学 の ２ 大 ミ ッ シ ョ ン の 一 つ と し て 、 生 物 多 様 性 や 生 態 系 の 維

持 ・ 管 理 、 水 等 の 地 域 資 源 の 循 環 的 利 用 に よ る 国 土 の 維 持 ・ 保 全 、 さ ら

に は 地 球 規 模 の 生 態 環 境 の 保 全 ・ 改 善 を 行 う こ と が 、 挙 げ ら れ ま す 。 九

州 大 学 農 学 研 究 院 に は 、 日 々 の 研 究 ・ 教 育 を 通 じ て 、 上 記 課 題 を 解 決 す

る と と も に 、 こ れ ら を 実 現 す る 人 材 を 養 成 す る こ と が 期 待 さ れ て い ま す 。

農 学 研 究 院 で は 、 全 学 で 設 定 さ れ た 「 九 州 大 学 環 境 方 針 」 に 則 り 、 環

境 マ ネ ジ メ ン ト 体 制 を 構 築 し て 、 環 境 美 化 活 動 等 の 活 動 を 展 開 し て お り

ま す 。 本 活 動 が 地 球 お よ び 地 域 の 環 境 保 全 の 一 助 と な る こ と を 期 待 し て

お り ま す 。

筑 紫 地 区 ト ッ プ メ ッ セ ー ジ

社 会 に 開 か れ た 大 学 と し て の 環 境 配 慮 活 動 の 推 進 に 向 け て

筑 紫 地 区 は 、 福 岡 市 の 南 部 に 隣 接 し 、 福 岡 市 の 中 心 部 か ら 交 通 至 便 の

地 域 に あ り ま す 。 こ の 筑 紫 地 区 周 辺 は 、 戦 後 ３ ０ 年 間 米 軍 用 地 と し て 接

収 さ れ て い た 用 地 で し た が 、 接 収 解 除 に 伴 い 、 昭 和 ５ １ 年 ６ 月 国 有 財 産

北 九 州 地 方 審 議 会 に お い て 住 居 地 を 含 む 文 教 及 び 健 康 ・ 憩 い の 場 と し て

総 合 的 な 再 開 発 を す す め る 転 用 計 画 の 策 定 に よ り 、 昭 和 ５ ２ 年 ６ 月 本 学

用 地 と し て 約 １ ９ ０ ,０ ０ ０ ㎡ の 転 用 が 決 定 さ れ ま し た 。 さ ら に 昭 和 ５ ７

年 ６ 月 に は 、 保 留 さ れ て い た 隣 接 地 の 一 部 が 本 学 に 転 用 さ れ る こ と と な

り 、 合 せ て 約 ２ ９ ６ ,０ ０ ０ ㎡ の 現 キ ャ ン パ ス と な っ た も の で す 。

筑 紫 地 区 は 、 こ の 転 用 計 画 の 趣 旨 を 踏 ま え 、 周 辺 地 域 環 境 と の 調 和 を

保 ち な が ら 高 度 の 教 育 ・ 研 究 を 行 い 、 か つ 地 域 住 民 に も 貢 献 す る 開 か れ

た 大 学 と し て の 新 キ ャ ン パ ス と し て ス タ ー ト し ま し た 。

筑 紫 地 区 は 、 九 州 大 学 の 一 つ の キ ャ ン パ ス と し て 、 本 学 の 環 境 方 針 の

基 本 理 念 に 則 り 、 環 境 問 題 に 関 す る 教 育 ・ 研 究 を 推 し 進 め る と と も に 、

広 く 国 内 外 か ら 理 工 系 学 生 を 受 け 入 れ 、 物 質 ・ エ ネ ル ギ ー ・ 環 境 の 融 合

分 野 に お け る 環 境 共 生 型 科 学 技 術 に 関 す る 総 合 的 大 学 院 教 育 を 実 践 し て

い ま す 。

農学研究院長

吉村 淳
 

 

 

 

環 境 報 告 書  

 

 

2009  

 

       九州大学大学院農学研究院 

                 大学院生物資源環境科学府 

                 農学部 

                 熱帯農学研究センター 

           生物環境調節センター 

筑紫地区協議会議長

健康科学センター長

大柿 哲朗

 

環 境 報 告 書 
 

2009 
 

 
 

筑 紫 地 区 

総合理工学府・研究院 

応用力学研究所 

先導物質化学研究所 

健康科学センター 

中央分析センター 

産学連携センター 

電離気体実験施設 

炭素資源国際教育研究センター 
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第１章 環境配慮活動に向けて

部 局 等 ト ッ プ メ ッ セ ー ジ

情 報 基 盤 研 究 開 発 セ ン タ ー ト ッ プ メ ッ セ ー ジ

地 球 温 暖 化 防 止 へ の 配 慮 は も ち ろ ん 、 限 ら れ た 資 源 の 有 効 活 用 の 観 点

か ら も 省 電 力 や 熱 対 策 な ど 、 環 境 に 配 慮 し た IT化 の 取 り 組 み は 、 社 会 に

と っ て 必 要 不 可 欠 と な っ て い ま す 。 い ま や 全 世 界 の 総 電 力 需 要 に 占 め

る IT機 器 の 消 費 電 力 は ５ ％ を 超 え て お り 、 こ の 数 字 は 今 後 さ ら に 増 加 し

て い く も の と 予 想 さ れ ま す 。 今 後 我 々 は グ リ ー ン Ｉ Ｔ 、 エ コ 社 会 の 実 現

へ 向 け た 取 り 組 み を 更 に 徹 底 し 、 同 時 に 消 費 資 源 の 最 小 化 を 図 り 経 営 効

率 を 改 善 す る こ と が 求 め ら れ て い ま す 。 大 容 量 の 電 力 資 源 を 必 要 と す る

高 性 能 計 算 機 を 、 超 低 消 費 電 力 型 に 置 き か え る な ど 運 営 面 で の 努 力 が 必

要 で す 。

さ ら に 情 報 基 盤 研 究 開 発 セ ン タ ー で は 、 一 般 の 部 局 と し て の エ コ ロ ジ

ー 活 動 に 加 え て 、 九 州 大 学 全 体 の 情 報 基 盤 を 預 か る 責 任 部 局 と し て IT機

器 の 調 達 な ら び に 運 用 に お い て 常 に 低 消 費 電 力 化 を 意 識 し 「 地 球 に 優、

し い 情 報 環 境 」 の 構 築 に 取 り 組 ん で い き ま す 。

附 属 図 書 館 ト ッ プ メ ッ セ ー ジ

附 属 図 書 館 で は 、 キ ャ ン パ ス 移 転 に 伴 い 、 図 書 館 の 移 転 、 サ ー ビ ス 体

制 の 変 更 等 を 段 階 的 に 進 め て い る と こ ろ で あ り ま す 。

平 成 ２ １ 年 ４ 月 に 六 本 松 地 区 が 伊 都 キ ャ ン パ ス へ 移 転 し 、 伊 都 図 書 館

で は サ ー ビ ス 対 象 者 が 倍 に 増 え ま し た 。 ８ 月 か ら ９ 月 に か け て は 六 本 松

分 室 、 数 理 学 府 の 資 料 の 移 転 を 予 定 し て い ま す 。 伊 都 図 書 館 で は 、 平 成

Q-Commons２ １ 年 ４ 月 か ら 開 館 時 間 を 延 長 し ６ 月 か ら は 嚶 鳴 天 空 広 場、

も 授 業 時 間 に 合 わ せ て 開 室 時 間 を 延 ば し ま し た 。 ま た 、 伊 都 図 書 館 の 増

築 工 事 も ７ 月 末 に 竣 工 、 １ ０ 月 に リ ニ ュ ー ア ル オ ー プ ン の 予 定 で す 。

附 属 図 書 館 は 学 生 、 教 職 員 へ の 教 育 ・ 研 究 を 支 援 す る 組 織 で あ り 、 利

用 者 サ ー ビ ス の 向 上 を 図 っ て 日 々 活 動 し て い ま す 。 上 述 の よ う な 開 館 時

間 の 延 長 等 に よ り 光 熱 水 量 の 消 費 が 増 加 す る こ と が あ り ま す が 、 常 に 対

費 用 効 果 を 意 識 し 、 ま た 利 用 者 の ご 理 解 、 ご 協 力 を 得 な が ら 省 資 源 対 策

に 取 り 組 ん で い ま す 。 例 え ば 、 館 内 照 明 の 適 切 な 調 節 な ど に よ る 電 力 の

節 減 、 空 調 の 温 度 調 整 に よ る ガ ス 等 の 節 減 、 古 紙 の リ サ イ ク ル の 推 進 な

ど の 活 動 を 展 開 し て い ま す 。

今 回 の 報 告 書 で は 光 熱 水 量 の 消 費 に 若 干 の 増 加 が 見 ら れ る も の も あ る

た め 、 こ れ ま で の 活 動 を 見 直 し 、 今 後 の 活 動 に 活 か し て 引 き 続 き 環 境 問

題 に 積 極 的 に 取 り 組 ん で い き た い と 考 え て い ま す 。

附属図書館長

丸野 俊一
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第１章 環境配慮活動に向けて

部 局 等 ト ッ プ メ ッ セ ー ジ

別 府 先 進 医 療 セ ン タ ー ト ッ プ メ ッ セ ー ジ

九 州 大 学 病 院 別 府 先 進 医 療 セ ン タ ー は 世 界 第 ２ 位 の 湧 出 量 を 誇 る 国 際

観 光 都 市 大 分 県 別 府 市 に あ り 、 敷 地 面 積 約 ㎡ 内 に 森 と 遊 歩 道 を 有101,381
し 、 春 に は 桜 の 花 が 咲 き 誇 る 大 変 環 境 に 恵 ま れ た と こ ろ で す 。

こ の 優 れ た 環 境 と 伝 統 を 踏 ま え 、 当 セ ン タ ー で は 内 科 （ リ ウ マ チ 膠 原

病 循 環 器 内 分 泌 ・ 糖 尿 病 血 液 病 骨 粗 鬆 症 老 年 病 な ど 外 科 消、 、 、 、 、 ）、 （

化 器 が ん 、 乳 が ん な ど 、 放 射 線 科 （ 画 像 診 断 、 が ん 放 射 線 治 療 な ど ） の）

診 療 体 制 を と っ て い ま す 。 一 般 病 床 に 加 え 、 療 養 病 床 （ 医 療 型 ） を 併 設

し 、 慢 性 神 経 疾 患 、 脳 血 管 障 害 、 慢 性 心 臓 病 、 関 節 リ ウ マ チ 疾 患 な ど を

対 象 に 家 庭 へ 復 帰 す る ま で 充 分 な 期 間 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 提 供 し て

お り ま す 。

さ て 、 地 球 的 規 模 で 深 刻 な 問 題 と な っ て お り ま す 地 球 温 暖 化 解 決 の た

2008め 、 温 室 効 果 ガ ス 削 減 を 目 指 し て い ま す 。 京 都 議 定 書 に よ り 日 本 は

年 か ら の ５ 年 間 に 年 比 ６ ％ の 温 室 効 果 ガ ス 削 減 目 標 を 達 成 す る 義 務1990
が 生 じ て お り ま す 。 今 や 全 世 界 で の 環 境 保 全 は 、 人 類 全 体 で 取 り 組 む 喫

緊 の 課 題 で あ り 、 本 セ ン タ ー も 率 先 し て 取 り 組 む 使 命 を お び て い る と 考

え ま す 。

そ の た め 、 省 エ ネ ル ギ ー の 推 進 、 省 資 源 化 の 推 進 、 医 療 廃 棄 物 及 び 一

般 廃 棄 物 の 適 正 管 理 及 び ゴ ミ の 分 別 ・ 減 量 化 等 々 に 努 め る と と も に 、 全

職 員 挙 げ て 環 境 に 対 す る 問 題 意 識 を 持 ち 、 研 究 ・ 診 療 等 の 諸 活 動 の 中 で

も 環 境 問 題 に 配 慮 し た 活 動 を 心 が け 、 地 域 、 ひ い て は 地 球 に 貢 献 し て ま

い り ま す 。

環境部会と環境報告書作成の分担

部局や地区毎に環境マネジメントシステムを構築し、全学で 冊の「部局等環境報告書」を作成して11
います 「九州大学環境報告書」は「部局等環境報告書」を基に、事務局の総務部、学務部、財務部及び。

施設部が分担・協力して作成しています。

総 務 部 学務 部 等

・ 表 紙 、 大学 概 要 ・ 学 生、 大 学 生 協 の環 境 活 動

・ 環 境 関 連の 公 開 講 座、 社 会 連 携事 業 ・ 環 境関 連 の 研 究 、講 演 会 等

・ 環 境 月 間行 事 ・ 環 境安 全 教 育

・ 環 境 関 連の 新 聞 報 道 ・ 環 境配 慮 型 新 キ ャン パ ス

財 務 部 等 施 設 部 等

・ 資 源 ・ エネ ル ギ ー の使 用 量 ・ 安 全、 作 業 環 境

・ ご み の 分別 、 古 紙 回収 ・ 化 学物 質 の 管 理 と処 理

・ Ｗ ｅ ｂ リサ イ ク ル シス テ ム ・ 環 境測 定

・ グ リ ー ン購 入 ・ 調 達

環 境 広 報 部 会 環 境 教 育 研 究 部 会

資 源 エ ネ ル ギ ー 部 会 環 境 安 全 部 会

九州大学病院

別府先進医療

センター長

西村 純二

環環  境境  報報  告告  書書  

２２００００９９  
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環境マネジメント体制

環境マネジメント体制として 「環境保全管理委員会」の下に、環境広報部会、環境教育部会、資源、

エネルギー部会及び環境安全部会の４つの部会を設け、全学の環境活動を推進すると共に、各部局等毎

に環境マネジメントシステムを構築し、部局等単位での環境活動を計画・実行、部局等環境報告書を作

成しています。

環境安全衛生推進室の内部組織として、新たにエネルギー資源管理部門また、平成 年 月より、21 6
中長期計画の策定と検証、現場管理に係わる企画立案、及び、設備運を設け、エネルギー管理に関する

用、施設利用の改善、省エネ機器や新エネルギーの導入等の省エネ対策を推進しています。

環境活動の取り組み体制

環境安全衛生推進室

全学環境部会: :総長・役員会

: :環境広報部会

: :環境教育研究部会

: :資源・ｴﾈﾙｷﾞｰ部会

: :環境安全部会

: :環境幹事会

: :部局等環境部会

: :部局等の長

: :部局等の環境委員会

: :部局等環境報告書

: :環境保全管理委員会

: :部局長会議

: :環境安全衛生推進室長

: :統括管理部門

: :健康衛生管理部門

: :環境安全管理部門

: :高圧ガス等安全管理部門

: :特定分野安全管理事務部門

: :エネルギー資源管理部門

第１章 環境配慮活動に向けて
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環境活動計画、評価及び目標

二酸化炭素排出量及び古紙回収量は平成 年度の環境目標を達成することができたが、移転に伴う変20
動がい大きく、中長期的にも減少することが求められる。平成 年度の環境目標は、前年度を引き継い21
で設定している。

第１章 環境配慮活動に向けて

事 

項
具 体 的 な 取 組 平 成 20年 度 の 評 価 平 成 21年 度 目 標

組
織
・
体
制

　各部局等において、環境マネジ

メントシステムを構築し、環境活

動報告書を作成する。

  部局等で作成している環境報

告書は、毎年、充実してきてい

るが、取り組み体制に不十分な

部局も面も見られた。

　教員を加えた環境マネジメン

トシステムの体制を整え、より

多くの構成員が環境活動へ参画

するよう努める。

温

暖

化

対

策

　エネルギー管理システムによる

光熱水量等の公表や省エネポスタ

ー等による節約の励行を呼びかけ

る。また、既設の空調機、照明器

具を省エネ型に更新する。

  全学の二酸化炭素排出量は前

年度比で 0.9％の削減、原単位

では 1.1％の削減となった。

　全学及び各部局等で削減に向

けた活動計画を立て、団地単位

の二酸化炭素排出量を前年度比

で１％削減する。

資

源

・

循

環

　遊休物品及び貸付物品等の情報

を提供するために「九大 WEB リ

サイクルシステム」の運用の拡

大、物品の効率的活用を図る

　パソコン等電子機器及び関連

消耗品、事務用備品等の取引に

おいて一定の経費削減効果があ

ったが、平成 19年度に比較する

と、金額、成立件数とも減少し

た。

「九大 WEBリサイクルシステ

ム」の周知活動を充実させ、よ

り一層の利用拡大を図る。

　メモ用紙、ハガキ等の「紙切

れ」を古紙として分別回収し、可

燃ごみに対する古紙の割合を高め

ることにより資源化率を上げる。

　古紙の回収量は前年度比で　

7.8 ％の増加となり、目標の 5％

を達成できた。環境点検による

可燃ごみに含まれる「紙切れ」

の量も、平成 19年度の 34％か

ら 27% に減少した。

　古紙回収量は、病院や新キャ

ンパスの移転により変動が大き

いが、21年度も回収量 5 ％増を

引き続き目標とする。

グ
リ
ー
ン
購
入

　環境配慮型製品を優先的に購入

する「グリーン購入」を進める。

  用紙の使用量抑制を徹底する。

　九州大学グリーン購入調達方

針に掲げた調達目標を達成し

た。用紙使用量は、前年度比

2.4％減少した。

　九州大学グリーン購入調達方

針に基づく調達を行う。

　用紙使用量を１％削減する。

化

学

物

質

　化学物質管理システムの運用体

制及び薬品管理者による管理体制

を整備する。

　排出水の水質が基準値を超えな

いように指導する。

　化学物質管理システムを利用

していない研究室が 30％もあっ

た。毒物・劇物の登録も同様で

あった。

　平成 21年度末までに、システ

ムの利用率及び学内の毒物及び

劇物の登録律を 90％以上とす

る。
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九大環境サークルＥｃｏａのエコ活動

環境サークルＥｃｏａ代表 高橋 翔也

九大環境サークルＥｃｏａは、分野を限定することなく、学生が中心となって環境活動できる場を

創り出すことを目的として、２年前に発足しました。学生の中には、環境問題に興味を持ち、学問する

者はいても、実際に行動を起こしている者は少ないのが現状です。また、環境問題に取り組む団体はあ

っても、分野が限定されているものがほとんどです。そうした中で、Ｅｃｏａには多種多様な興味を持

った学生が集まり、枠にとらわれない活動を展開して、身を持って環境問題に取り組んでいます。

活動の主軸にあるのは 「エコを日常に落とし込むため、地球に優しく、その前に人に優しく」とい、

う考えです。もっと人に対する思いやりがあれば、地球を意識しなくたってできるエコもあります。た

だエコを訴えるだけではなく、一人一人と向き合い、心に訴えかける活動を目指しています。

実施する活動は、単発的なもので終わらず持続可能なものにしていくために、より負担が少なく効

、 。 、率の良いシステムの構築を目指して 常に改善を続けています 長年に渡って活動を続けていくために

組織内でのノウハウの蓄積にも取り組んでいます。

こうした活動を通して、幅広く環境問題を肌で感じられることはもちろん、プロジェクトの企画、

準備、実行、見直しを全て自分たちで行うことによって、社会に出て役に立つスキルを身につけていき

ます。また、学校や行政、企業と連携して活動することも多く、大人と接し、実社会を知る良い機会と

なっています。Ｅｃｏａでの体験のひとつひとつが、メンバーの成長につながっています。

１．九大祭でのごみ削減への取り組み

、 、第60回の九大祭より Ｅｃｏａは実行委員会の環境局として

ごみ削減に取り組んできました。ごみの大部分を占める食器ご

みを減らすために、バイオマスプラスチックカップや「ホッか

る 、竹割りばしを全体導入してリサイクルできる品目を増や」

しました。さらに、ごみの分別回収の徹底や、廃油の回収、生

ごみの堆肥化にも取り組み、より環境に優しい学園祭を目指し

ました。

また、他の学園祭にはない取り組みとして、店舗から係を2

名出してもらい、エコブースでのごみの分別回収を手伝っても

らいました。これにより、Ｅｃｏａの活動を店舗側によく知っ

てもらい、協力を得ることができました。

他にも、回収率が重要であるバイオマスプラスチックカップ

について、デポジットではなく抽選会を実施するなど、回収率

の向上を目指してユニークな取り組みをしてきました。

、 、こうした活動の結果 3年前はごみの総量が約13ｔでしたが

、毎年約3ｔずつ減らして

昨年は約7ｔでした。ま

た、毎年活動を続けるこ

とで、来場者の意識にも

ごみの分別が根付いてき

ています。今後は、学内

での循環サイクルの確立

を目指して、リユース食

器の全体導入にも取り組

んでいきます。

ごみの分別回収 廃油の回収

生ゴミの堆肥化

エコ容器

第２章 環境活動と環境教育・研究
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学生参加の環境活動

２．清掃活動

自分たちで企画したり、他団体の活動に参加したりして、清掃活動を行っています。毎年５月には、

福岡市内の様々な大学の環境サークルと協力して、天神周辺を清掃しています。また、ラブアースやヤ

フードーム周辺を清掃するエコデーなど、大型イベントにも参加しています。最近では、今年7月の豪

雨で海岸に大量のごみが打ち上げられたことを受けて、長垂海浜公園の清掃を実施しました。海岸清掃

は今後も定期的に実施し、付近の住民の方々にも参加してもらうことを考えています。

３．ペットボトルキャップの回収

九大箱崎キャンパスの理農食堂にて、ペットボトルキャップの回収を行っていま

す。九大祭でのごみの分別回収を徹底するため、学生に普段からごみを分別する

習慣をつけてもらおうと、ペットボトルキャップの回収を始めました。現在は理

農食堂でしか回収を行っていませんが、今後は伊都キャンパスなどへ回収場所を

広げていくつもりです。回収したペットボトルキャップはイオンさんへ持ってい

き、最終的には、世界の子供たちを救うためのワクチンになります。

４．キャンドルナイト

全国的な活動である「100万人のキャンドルナイト」に賛同し、今年から、夏至、冬至に合わせてキ

ャンドルナイトを開催しています。

今年7月に高取商店街と伊都キャンパスで開催した七夕キャンドルナイトでは、廃棄キャンドルを再

使用し、竹林の拡大が問題となっている竹を灯篭として使用することで、環境に配慮したキャンドルナ

イトを目指しました。高取商店街では、キャンドルの明かりが街全体を優しく彩り、お店や住民の方々

に喜ばれました。伊都キャンパスでは、キャンドルで天の川を描き、その幻想的な光景が学生や職員に

好評でした。

今では在るのが当た

り前になった“明かり

。 そ の あ り が た み を”

再認識し、私たちがど

れだけエネルギーを使

っているのかを考え直

す場を、キャンドルナ

イトで創り出します。

天神周辺の清掃 ラブアース エコデー

in 高取商店街 in 伊都キャンパス

第２章 環境活動と環境教育・研究
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第２章 環境活動と環境教育・研究

学生参加の環境活動

九州大学ボランティアサークルのグリーンバードにおける活動

岸本 麻友美九州大学ボランティアサークル部長

グリーンバード(greenbird)とは 「きれいな街は、人の心もきれいにする」をコンセプトに、東京、

都は原宿から発信された参加型ボランティアのプロジェクトです。2009年6月現在、福岡を含め、日

本の27つのエリアに各々の団体があり、活動しています。参加者は、個人をはじめ、ショップスタッ

フや企業・学生団体など様々です。活動内容は、週に２，３回ある定例のごみ拾い、メディア掲載やイ

ベント協力などを通じて理念や活動をPRすること、グリーンバードの活動に賛同した企業や団体の協

力のもと、地域貢献や環境啓発に関する活動の企画・運営です。

その中でも、私たち九州大学ボランティアサークルは、定例のお掃除ボランティアに参加していま

す。グリーンバードとしては、毎週月曜、木曜の朝に天神エリアのごみ拾い、毎月第三土曜日に、天神

。 、 、 、・大名エリアのごみ拾いがあります 私たちは その中でも時間的に参加しやすい 土曜のごみ拾いや

最近毎週火曜に始まった夕方のごみ拾いに、サークルの活動として参加しています。写真は活動の様子

です。

私個人としては、天神や大名はきれいな街というイメージがあったので、ごみなどあまり落ちていな

いだろうと参加する前は思っていましたが、実際ごみ拾いをしてみると、お菓子の袋や空き缶、ペット

ボトルはもちろん、何よりたばこの吸い殻がとてもたくさん落ちていました。そして、自分がこのごみ

拾いの活動に参加することによって、もう絶対にポイ捨てはできないと思うようになりました。

また、この活動の効果はごみ拾いをする私たち自身だけでなく、その活動を見ている人にも影響を与

えるものだと思います。このごみ拾いの活動をしている人たちの目の前で、ポイ捨てができるでしょう

か。普通の人格の持ち主であれば、そんなことはできないでしょう。つまり、ごみ拾いの活動を私たち

がすることによって、それを見た周辺の人たちのポイ捨て行為がどんどん減るのだと思います。

このグリーンバードの活動は素晴らしいものだと感じます。これからも参加し続けたいです。

地域の清掃活動
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新キャンパスにおける環境活動  

 
 

次世代エネルギーの開発  
 

新キャンパ スでは、エ ネルギー問 題に積極的 に対処すべ く、自

然エネルギ ーの活用か ら次世代の エネルギー 源まで、近 未来から

将来にわたっての環境・エネルギー研究を包括的に行っています。 
 

 

  

伊都地区ウエストゾーンに九大開発の風レンズ風車を設置し、

風力による発電に取り組んでおり、将来は、設備の大型化に向け

た実証実験を行う予定です。また、発電した電気によって燃料電

池自動車や電気自動車をキャンパス内外で走らせるプロジェクト

も進んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

環境に優しい水素エネルギー利用社会の実現を

目的に、（独）産業技術総合研究所や福岡水素エネ

ルギー戦略会議と連携し、水素エネルギーに関す

る基礎研究及び実用化を目指した実証実験を展開

しています。 

 写真は、新キャンパス内に設置されている、水

を電気分解して得られた水素を自動車に供給して

いる水素ステーション。  

 

伊都地区ウエスト 2・3・4 号館の屋上に 155kW の太陽光発電設備を設置し、年間約 17 万 KWh

を発電しています。これは、一般家庭約 40 軒分の年間電気使用量に相当します。 

今後も太陽光発電設備を積極的に導入し、低炭素社会の実現に向けて取り組んでいきます。 

 

 

風レンズ型風力発電設備  

水素エネルギー  

太陽光発電  
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新キャンパスにおける環境活動

－除草剤を利用した竹林管理－緑地保全
新キャンパス計画推進室

横田 雅紀工学研究院 助教

伊都キャンパスでは、全体で の敷地のうち、約 を緑地として保全する計画を進めていま275ha 100ha
す。保全した緑地は研究・教育活動に利用されるほか、将来的には交流の場として歩道を整備する予定で

す。敷地内の広範囲に広がる竹林を早期に樹林化するため、通常の竹林伐採に加えて、平成 年度から20
除草剤（ラウンドアップ）を竹に直接注入する手法を導入しています。本手法については現地実験により

安全性・有効性を確認後、環境及び緑地管理計画ワーキンググループと地元説明会での了承を得た後、実

施しました。

植物にのみ効果を発揮する除草剤で、動物への毒性は低く、動物の体内に蓄積【ラウンドアップ】

されない。また、土壌に吸着されやすく，微生物に分解されて無害となる。

【使用方法】

除草剤を散布するのではなく、竹の根元に の穴を開け、直接、原液 を注入し、テープ10mm 10cc
で閉栓することから、周囲へ拡散することも無く、枯れた後は土壌で分解されることから、環境への

影響は極めて少ないといえます。

【半年経過後】

半年後の様子を下の写真に示します。注入した竹は全て枯れています。日光が入るようになった対

象区域からは竹以外の発芽が確認されており、土壌への影響はみられていません。また、敷地境界か

ら の範囲については竹林を残すことにより、落葉の飛散や降雨時の土砂流出が周辺民家に影響を10m
与えないようにしています。

第２章 環境活動と環境教育・研究

ラウンドアップ）の注入作業除草剤（

破線枠内の航空写真

注入後に立枯れした竹林
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新キャンパスにおける環境活動

１．伊都祭２００８における「環境」イベント

平成２０年１１月１日（土）

伊都キャンパスにおいて、九

州大学の教職員・学生と周辺

住民、行政が一体となった大

学と地域の魅力を発信するイ

ベント 伊都祭２００８『き

ちゃてんしゃい！伊都キャン

パス～地球を守れ！糸島環境

サミット～』が開催され、今

年は「環境」をテーマに、環

境に関連したイベント・展示

会をはじめ子ども向けイベン

ト等が行われました。

「糸島環境サミット2008」

では、広く年齢の幅を超えて

語り合うことにより、地球の

環境から地球環境まで、共に

環境問題についての共通した

認識を持っていただくととも

に、エコライフに代表されるような具体的な取り組みについても、実践の機会になるような内容でし

た 「バイオディーゼルと生ゴミコンポストについて」と題し前原市議会議員等による基調講演、ま。

た小学生から一般までを対象とする２部構成のサミットが行われました。

２．エコキャップ活動

伊都キャンパスでは、伊都地区協議会環境対策ワーキンググループを中心に、キャンパス環境対策

の一環として、ゴミの分別推進、資源の再利用及び社会貢献の観点から 「分ければ”資源 、混ぜ、 ”

れば”ゴミ 」になるキャップを回収し、再資源化の小さな”

第一歩としてエコキャップ運動（ペットボトルキャップ集

め）を実施しております。

、 、 、また 将来的には ペットボトルのキャップだけでなく

ペットボトルや

アルミ缶・スチ

ール缶等の学内

でのリサイクル

中間処理も視野

にいれて取り組

んでおります。

環境サミット フライトシミュレーターを

（小学生及び一般の部） 体験する小学生

平成21年６月～８月までの３ヶ月間で

キャップを11,337個回収

第２章 環境活動と環境教育・研究
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九州大学生活協同組合の環境活動

１．レジ袋削減の取り組み

昨年に引き続き、レジ袋の削減に取り組

みました。 年度は、前年度により利用2008
者数が 万 千人増えていますが、レジ袋8 5
は 万 千枚削減できました。重量にして83 6

キログラム（ ）の削減です。2,390 16.3%

割り箸のリサイクル２．

、 。 。利用者の協力のもと 下膳口で割り箸を分別回収 洗浄・乾燥させたものをリサイクル工場へ送付

リサイクル工場でパルプの原材料として再活用されています。

排水・生ゴミ廃棄対策３．

排水対策として、炊きあげライスや無洗米を使用すること

により、環境への負荷が大きい米のとぎ汁の流出を抑えてい

ます。また、カット野菜の使用率を高め、生ゴミの排出量を

抑えています。

生ゴミ対策として、伊都キャンパスに新しくオープンした

食堂では、残飯を堆肥化する装置を導入しました。

厨房の電化とＣＯ 排出量４． 2

伊都キャンパスに新しく 年４月にオ2009
ープンした食堂では、電化率の高い厨房を

設計しました。また、ガス種もプロパンか

ら都市ガスに切り替わりました。これらに

よる 排出量の変化を、 月～ 月につCO 4 62

いて、１食当たりで比較しました。

プロパンから都市ガスへの切り替

えと電化によって 排出量の比CO2

率は大きく変わりましたが、1食あ

たりの排出量は、わずかではありま

すが ｇ減少しています。6

飲料容器のリサイクル５．

缶・ペットボトルの分別回収がで

きる容器を設置し、それぞれの資源の

リサイクルを追究しています。

弁当容器のリサイクル６．

リサイクル可能な弁当容器「ホッかる」

やリリパックの導入をすすめています。

「ホッかる」は、紙の上にビニールが貼

り付けられており、使用後はビニールをは

がして古紙となります。

リリパック容器 ホッかる」「

電 気 プロパン 都市ガス 合 計

２００８年 155.6 121.0 10.7 287.3

２００９年 192.9 60.9 27.5 281.2

増 減 37.3 -60.1 16.8 -6.1

１食当たりのCO2排出量  [ g / 食 ]

2007年 2008年 削減量 ％

枚 数 1,004,000 836,000 - 168,000 - 16.7

重 量 [ kg ] 2,854 2,390  - 464 - 16.3

第２章 環境活動と環境教育・研究
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「環境月間」行事

キャッチフレーズ「かけがえのない地球（Only One Earth 」を）

掲げ、環境問題についての世界で初めての大規模な政府間会合、国連

人間環境会議がストックホルムにおいて1972年6月5日から開催され

たのを記念して、6月5日を「世界環境デー」と定められました。ま

た、平成5年11月に制定された環境基本法においては、毎年6月5日

を「環境の日 、6月を「環境月間」として定め、国、地方公共団体に」

おいて各種の催しが実施されています。

本学においても「環境月間」に行った行事を毎年、文部科学省に報

告しています。以下に 「環境月間」に行った取り組み、または「環、

境月間」の趣旨に沿った取り組みを紹介します。

１．農学研究院の第15回「環境・緑の日」

本研究院では、毎月定例の会議（教授会）の翌日を「環境・

緑の日」と定め、箱崎キャンパス内において、教職員、学生等

を対象とした樹木観察会、緑地整備及び伊都キャンパスへの移

転に向けての移植樹木の苗木作り等の活動を行っています。

平成 年 月 日に第１回の活動を実施して以来、回数を19 7 26
重ね、平成 年 月 日には第15回目となる活動を実施しま21 5 27
した。平成 年度は、農学部構内の放置自転車等の環境調査や21

、 、農学部構内移植樹木の苗床作りなどの活動を実施し あわせて

キャンパス内の緑地整備を行っています。

（右は、４月 日の第14回「環境・緑の日」のポスター）23

２．ラブアース・クリーンアップ ２００９

この活動は、市民、企業、行政が協力して海岸、河川、山などのごみを回収する地域環境美化活動

として、福岡市環境局とＮＰＯラブアース・クリーンアップふくおかの会が中心となり、自治体や企

業、団体等に呼びかけ、平成４年から実施されているものです。

平成 年 月 日（日）に実施された「ラブアース・クリーンアップ2009」では、福岡演習林21 5 31
から教職員11名が参加し、他の多くの団体や個人の参加者（ 名）とともに生の松原地域での美1,254
化活動に従事しました。

環境月間ポスター(環境省)

第２章 環境活動と環境教育・研究

ラブアース・クリーンアップ2009会場
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「環境月間」行事

３．宮崎演習林の地域交流「ふれあい交流」

宮崎演習林においては、平成 年 月 日に、演習21 6 25
林の材鑑や各種標本等にふれあい、森林に対して親しみ

をもってもらうとともに、森林の機能や生態等について、

教員及び技術職員が地域の小学生に解説を行う「ふれあ

い交流」を実施しました。

４．放置自転車の整理

放置自転車の撤去処分を、伊都地区、箱崎文系地区、

理学研究院、情報基盤センター、大橋地区、筑紫地区、

六本松地区等で実施しました。放置自転車の回収量は、

箱崎文系地区で 台、伊都地区で 台、大橋地区で 台でした。140 106 69

５．学内の環境美化

学内の清掃作業を行った部局は、箱崎文系地区、病院地区、伊都地区、大橋地区、農学研究院、農

学部附属農場、附属図書館、伊都地区等で、多くの学生・教職員等が美化作業に励みました。

伊都地区（工学部） 伊都地区（センター・ゾーン） 附属図書館

筑紫地区 農学研究院 箱崎文系地区

第２章 環境活動と環境教育・研究

宮崎演習林で体験する小学生

農学部 芸術工学部 情報基盤研究開発センター
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環境教育・安全

１．入学時の安全教育

入学時に全新入生に、身近に発生

するトラブルや事故を未然に防ぐた

めの普段からの心がけや初歩的な対

応をまとめた冊子「あなたを守る道

しるべ」を配布し、入学式において

副学長が説明を行いました。冊子の

中の環境に関する部分を示します。

２．全員参加の消火訓練

工学研究院応用化学部門では、可燃性物質や自己

反応性物質を数多く取り扱うため火災の危険が他

部門と比較して格段に高いと言えます。 応用化

学部門の学生ならびに教職員全員を対象に、二酸

化炭素消火器を実際に取り扱う消火訓練を、新４

年生が研究室に配属されることに伴い、平成 年21
４月 日に実施しました。24

訓練参加者のみがウエスト３号館での研究活動

を行うことができます。

３．安全教育の冊子

本学では、各部局や学部等で、安全や衛生及び環境管理に関する手引き・指針等を作成し、新しく

研究室に配属された学生や修士学生等を対象に環境安全教育を実施しています。

各部局等や学科で用いている手引きや指針（2008年以降の版のみ）

（１） （２） （３）

応用化学） 「安全衛生・環境管理の手引き 」 平成 年度版（１）工学部物質化学工学科（ 20
年度版（２）農学研究院・関係センター 「安全の指針」 2008

「新採用者合同オリエンテーション」 平成 年度版（３）別府先進医療センター 21

私達の手できれいな環境を
①学内に広報資料など掲示する時は、各学生係等の許可が必要です。

②未成年者の喫煙は禁止されています。タバコを吸う時は、必ず灰皿

のある場所で吸いましょう。歩行タバコは禁止しています。

③ゴミの分別収集に協力しましょう （ゴミは指定したくずかごへ）。

④公共の施設・備品を大切にしましょう。

九州大学の学生としての自覚を期待します。

第２章 環境活動と環境教育・研究
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環境教育・安全

４．理学部のＡＥＤ講習会

平成 年 月に理学部内にＡＥＤ（自動体外式除20 2
細動器）が 台設置されたことから、教職員対象に3
操作習得と安全衛生意識向上を目的としたＡＥＤ講

習会を開催しました。

開 催 日：平成 年 月 日（火）20 11 18
内 容：訓練用人形（ダミー）を 台使った3

操作実習等

５．筑紫地区の安全衛生教育

総合理工学府では、安全衛生教育を修士課程の授

業科目として開設し、新入生全員に受講させ、安全

教育の徹底を図っています。

安全衛生教育は、学府共通の教育、専攻共通の教

育、研究室独自の教育と、各人の研究環境に応じた

教育を実施しています。そして、この安全衛生教育

の全てのコースを受講し 「レポート」と「安全管、

理に関する確認書」を提出した後、研究活動を開始

することができます。

（担当：副学府長）学府安全衛生教育

安全教育の趣旨、必要性、教育システムの概要

を説明します。

（担当：専攻安全委員 他）専攻（グループ）安全衛生教育

学府が編集、発行している冊子「安全の指針」に基づいて、安全衛生管理、廃棄物、化学物質、

電気、機械類、ネットワークなど、具体的な項目ごとに講義を行います。

（担当：各研究室）研究室安全衛生教育

研究室特有の事項に関して、安全教育を行います。

６．廃液・廃棄物講習会

特 殊 廃液 処 理施 設 で は、全 学

の 主 に 化 学 系 の 学 生 に 対 し 、 廃

液 ・ 廃 棄 物 の 処 理 、 薬 品 管 理 支

援システム、 法、作業環境PRTR
測 定 、 環 境 報 告 書 等 に 関 す る 講

習 会 と 、 箱 崎 地 区 の 廃 液 処 理 施

設 又 は 伊 都 地 区 の 再 生 水 処 理 施

設の見学会を行っています。

平成 年度は、 名の学生20 496
に対し実施しました。

月　日 部 局 部　　門 対 象 人 数

 4月10日 薬学部 3 年 84 名

 4月16日 総理工  物質理工学専攻 院生,4年 70 名

 5月14日 医(保)  検査技術科学専攻 3 年 41 名

 7月22日 工学部  エネルギー科学科 3 年 32 名

 9月26日 理学部  化学部門 2 年 71 名

10月 1日 工学部  応用化学部門（分子） 2 年 46 名

10月 2日 工学部  生命工学ｺｰｽ 2 年 46 名

10月 3日 農学部  応用生物科学ｺｰｽ 2 年 75 名

10月 6日 農学部  生物資源生産科学ｺｰｽ 2 年 31 名

合 計 496 名

廃液・廃棄物講習会と施設見学　平成20年度

安全衛生講習会

第２章 環境活動と環境教育・研究
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環境教育・安全

７．環境関連の講義

貝塚文系地区

科 目 名 概 要

自然地理学講義Ⅱ 沖積作用・氷河作用・火山活動・地震活動など、地表の変化に対応して

形成される地形や自然災害について、事例を中心に解説する。

文化人類学講義Ⅳ 人間の経済行為（互報酬）の依拠してきた、環境と人類の関係が、いか

に読み解かれてきたのかの理解を追ってゆきたい。

開発経済 開発経済論の枠組み、経済成長論、人口と貧困問題、産業構造変化（農

業開発と工業化 、環境問題、途上国の貿易とマクロ経済政策について）

経済・経営学基本演習 廃棄物の発生、収集・移動、廃棄行動、有害物質、リサイクル政策、リ

サイクルの市場等の理解を深める。

アジア持続都市 アジア固有の都市の文化・歴史を踏まえつつ、環境負荷低減を図り、持

システム学特論 続的な発展と成長を実現するための都市計画の理論と手法を理解する。

伊都地区センターゾーン

部局等 科 目

地球科学、伊都キャンパスを科学する、糸島の水と土と緑、水の科学、【全学教育科目】

フィールド科学研究入門、体験的農業、グリーン・ケミストリー

環境と人類（資源ｴﾈﾙｷﾞｰ 、環境基礎論、環境物質論、生物圏環境学、【比較社会文化学府】 ）

森林環境保全学、自然保全管理論、自然資料学、自然保全情報論

芸術工学部、芸術工学府

科 目 名 キーワード

環境社会経済ｼｽﾃﾑ論 持続可能性、環境共生、循環型社会、社会的費用、環境政策、

環境価値の計測、社会制度、社会システム設計（デザイン）

環境設計フィールドﾞ 自然環境、持続的環境、歴史的建造物、現代建築、ランドスケープ
基礎演習

環境化学 環境設計、環境汚染物質、建築材料、大きさのスケール

ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟﾃﾞｻﾞｲﾝ論 ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟ･ﾌｨｰﾙﾄﾞ調査、都市緑地、田園環境、エコ路地ズム、

ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 自然の権利、里山、棚田、アメニティ、生物多様性

環境保全論 生態系保全、農林地保全、緑地保全、エネルギー循環型共生社会

都市環境設計論 景観管理計画、歴史的環境保全、文化遺産

、 、 、 、 、 、緑地環境設計論 ランドスケープ 景観計画 自然公園 環境影響評価 景観法 保存樹

都市緑地、水辺環境、環境とリゾート、住民参加、緑地環境調査

自然・森林遺産論 環境共生社会、種多様性保全、市民参加、環境教育、農山村環境論

持続社会マネジメント 環境共生、地域形成、 、協働、パートナーシップ、市民行動ＮＰＯ

国際協力マネジメント 開発援助、開発理念、ＮＧＯ、農村開発、貧困、途上国
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公開講座及び社会連携事業 
 

本学 では ， 一般 市民 や 小中 学生 ・ 高校 生を 対 象に 多く の 公開 講座 を 開講 し， ま た， 自治 体 等と の社 会

連携 事業 も 行っ てい ま す。 ここ で は， それ ら の中 から 環 境を テー マ にし たも の を紹 介し ま す。  
 

１．公開講座 

１．九州大学のフィールド科学教育施設を巡る旅 

森林 から 海 洋ま で，生物 と環 境を 軸 とし てフ ィ ール ド科 学 研究 を行 っ てい る施

設を 案内 し ，そ こで 行 われ てい る 教育・研 究 の内 容と 成 果を 紹介 し ，現 場を 重 視

した 科学 の おも しろ さ への 理解 を 深め ても ら いま した 。（ 受講 者８ 名 ）  

期間： 5/15～ 6/12 
生 物 環 境 調 節 セ ン

ター  

２．九州山地の森を知ろう  

森林 や樹 木 ，森 林動 物 など の生 態 的 特 徴 や 森 と 水 と の 係 わ り な ど ，森 林 育 成 ・

保全 ，地 球 環境 にお け る森 林の 役 割な どに つ いて 理解 を 深め ても ら いま した 。  

（受 講者 19 名）  

期間： 5/24～ 5/25 
宮崎 演習 林  

３．自然の開発と環境～持続可能な社会を目指して  

鉄鉱 石や 銅 鉱石 ，レ ア メタ ルな ど の鉱 物資 源 をは じめ と して ，石 炭 や石 油，天

然ガ ス等 の エネ ルギ ー 資源 など の 資源 の開 発・利用 状況 を 理解 して い ただ くと と

もに ，種 々 の問 題点 と これ らの 解 決策 につ い て， 理解 を 深め ても ら いま した 。  

（受 講者 26 名）  

期間 ： 6/6～ 8/8 

工学 研究 院  

４．体験！農業と食糧・環境問題 

私 た ち 及 び 次 世 代 の 生 命 と 生 活 に 大

き な 影 響 を 及 ぼ す 日 本 農 業 の 持 続 的 発

展 ， 安 全 な 食 品 の 確 保 ， 健 全 な 環 境 の

保 全 と 修 復 に 果 た す 機 能 な ど の 諸 問 題

への 理解 を 深め ても ら いま した 。（ 受講

者８ 名）  

 

写真 ：果樹園で果樹を説明 

期間 ： 7/30～ 8/1 

農学 部附 属 農場  

５．里山森林体験講座～森林活動で学ぶ環境問題と森林の働き  

自然 観察 や 森林 環境 の 調査・計 測，簡易 炭焼 き など を体 験 し，森林 と 地球 環境

温暖 化と の 関係 ，森 林 と水 との 関 係に つい て 理解 を深 め る機 会と な りま した 。  

（受 講者 14 名）  

期間： 8/19～ 8/21 
農学 部附 属 演習 林  

 
２．社会連携事業 

１．糸島平野における省エネルギー型地中熱利用農業用ハウス空調の普及促進 

ハ ウ ス 農 業 に 地 中 熱 を 利 用 す る 空 調 シ ス テ ム の 実 証 試

験を 行い ，同 シス テム を 利用 する こ とに よっ て ，化石 燃料

を使 用し た 空調 と比 較 して CO2 排 出量 とエ ネ ルギ ー費 用

をそ れぞ れ 50％削 減 す ると いう 測 定結 果が 得 られ た。  

これ らの 研 究成 果に 基 づい て ，糸 島 平野 を地 中 熱利 用農

業の モデ ル 地域 とし た。地中 熱利 用 空調 シス テ ムは 住宅 や

大型 建物 に も用 いる こ とが でき る 。  

連携 組織 ： 前原 市、 工 学研 究院  

 

写真 ：ハウス地中熱利用空調システム  
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公開講座及び社会連携事業 
 

 
２．奄美大島におけるリュウキュウアユの保全の社会的定着 

奄美 大島 に おい て ，地 球 温暖 化の た めに 絶滅 の 危機 に瀕 し てい るリ

ュウ キュ ウ アユ の保 全 手法 につ い て，生存 が認 めら れる 河 口域 にお け

る水 温分 布 形成 の素 過 程，干潟 やマ ング ロー ブ とい った 各 環境 要素 が

持つ 機能 を 現地 観測 を 行い ，地域 住民 ，行政 ，研究 者が そ れぞ れの 立

場で 行っ て きた これ ま での 活動 ，今 後の 一体 と なっ た保 全 活動 への 取

り組 み方 に つい て意 見 交換 し，互い の意 思疎 通 を図 ると と もに ，情 報

の共 有化 ， 今後 の保 全 活動 の推 進 につ いて 取 り組 みま し た。  

 
連携 組織 ： 宇検 村、 工 学研 究院  

写真 ： 河口域での水質調査風景  
 

３．トキの生息環境を支える地域社会での環境再生の促進 

佐 渡 市 に お い て ， ト キ の 野 生 復 帰 の た め の 持 続 可

能 な 自 然 再 生 計 画 の 一 環 と し て ， 岩 首 地 区 の 荒 廃 し

た 竹 林 の 伐 採 を 行 い ， 伐 採 し た 竹 を 利 用 し て ， 地 域

環境 向上 の ため の竹 灯 り（ 2,000 本 ）に加 工し て ，竹

灯 り に よ る 地 域 お こ し へ と 結 び つ け る 取 り 組 み を 行

いま した 。  

 

連携 組織 ： 佐渡 市、 工 学研 究院  

  写 真：伐採した竹を利用した竹灯り  

４．北海道演習林を活用した連携事業 

次 代 を 担 う 子 供 た ち の 自 然 体 験 の 不 足 ， 理 科 離 れ ， 地 域 理 解 不 足 の 深

刻 化 へ の 対 処 の 一 つ と し て ， 足 寄 高 等 学 校 と 足 寄 中 学 校 と 連 携 し て ， 森

林 環 境 を テ ー マ に ， 北 海 道 演 習 林 内 に 設 定 さ れ て い る 自 然 林 保 存 区 を 散

策 し な が ら ， 森 林 の 機 能 や 樹 木 の 特 徴 等 を 研 究 成 果 に 基 づ い て 解 説 す る

と と も に ， 重 要 な 森 林 管 理 作 業 で あ る 除 伐 や 枝 打 ち 作 業 の 体 験 実 習 ， 足

寄 町 と 林 業 と の 係 わ り ， 足 寄 町 の 森 の 特 徴 ， 職 業 と し て の 林 業 ， 今 後 の

森 林 の あ り 方 に 関 す る 授 業 を 行 い ， 生 徒 に 森 林 ・ 環 境 問 題 に 関 す る 理 解

を深 めて も らい まし た 。  

ま た 、 足 寄 少 年 自 然 の 家 と 足 寄 町 教 育 委 員 会 と も 連 携 し て ， 森 林 と 環

境に 関す る 野外 講義 ，枝打 ち等 の 林業 体験 ，自然 林保 全 区内 の樹 木 観察 ，

間 伐 ・ 運 材 等 の 林 業 体 験 ， 冬 の 樹 木 や 動 物 の 足 跡 観 察 等 を 行 い ， 参 加 し

た 小 学 ３ 年 生 か ら 中 学 生 は ， 自 然 観 察 や ゲ ー ム を 交 え な が ら の 自 然 散 策 ， ネ イ チ ャ ー ク ラ フ ト 作 り

の素 材集 め など 行い ま した 。  

連携 組織 ： 北海 道立 足 寄高 等学 校 ，足 寄町 立 足寄 中学 校  

北海 道立 足 寄少 年自 然 の家 ，足 寄 町教 育委 員 会  

実施 部局 ： 農学 部附 属 演習 林（ 北 海道 ）  
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環境関連の研究

１．亜熱帯島嶼における物質収支に関する研究

理学研究院 教授 吉村 和久、 助教 栗﨑 弘輔

地球環境学研究所研究プロジェクト「亜熱帯島嶼に

おける自然環境と人間社会システムの相互作用（代表

：高相徳志郎 」のコアメンバーとして、次のことを）

明らかにした。

1) 主に中国東北部を起源とする酸性物質が飛来する

ことにより、西表島には酸性化した雨（酸性雨）

が降っている。

2) それが顕在化したのは 年代である。1980
3) これらの酸性降下物の影響は、西表島で最大の浦

内川流域の土壌で最も顕著であり、酸の緩衝が可

能なのはあと約 年である。200
4) 西表島は地下水涵養能（保水能）が低い。

２．発展途上国における地下水砒素汚染と貧困の関係

芸術工学研究院 准教授 谷 正和

砒素というと 「和歌山砒素カレー」や「森永砒素、

ミルク」を想起する程度で、地下水砒素汚染といっ

ても一般的にはほとんど知られていない。しかし、

現在アジア各地で地下水が砒素に汚染され、その水

を飲用にすることにより、多くの健康被害が起こっ

ている。特に発展途上国では農村部の飲料水のほと

んどが地下水（つまり井戸水）によって供給されて

おり、影響を受ける範囲は広いため、深刻な社会問

題化しつつあり、発展の足かせの一つにもなってい

る。

この砒素汚染は人為的なものではなく、自然の作

用により砒素が地下水中に溶出したものであり、少

なく見積もっても数千万人が影響を受けている。汚

染地はいずれもヒマラヤ山脈からチベット高原一帯を源流とする黄河、メコン川、エーヤーワーディ

、 、 、 、川 ガンジス川 インダス川などの大河の流域にあり 汚染源の砒素はこの地域のどこかに源をもち

。 、 、浸食され川によって沖積地に運ばれ堆積する そこで ある一定の条件がそろうと地下水中に溶出し

砒素汚染を引き起こすといわれている。

ところで、どの井戸がどれだけの砒素で汚染されるかは自然現象であるので、人間の生活に対して

はいわば「ランダム」で、誰にでも「公平」に影響が及ぶはずであるが、実際には、同じ地区に住む

世帯のなかでも経済的に貧しい世帯で、また、カースト制度のある地域ではその最下層に、より多く

の砒素中毒患者が発生していることが、これまでの研究で知られている。そのような知見を背景とし

て、この研究では、貧困は単なる経済的貧しさだけではなく、情報や教育の不足、社会参加の欠如と

いった面も含む広い概念として捉え、貧困と砒素汚染及びそれによる被害の関係を明らかにすること

を目的としている。したがって、砒素問題を単に水資源の環境問題としてのみではなく、汚染地住民

の貧困に密接に関係する社会的問題として捉え直し、砒素汚染が住民の生活に及ぼしている影響を分

析している。特に、貧困と砒素被害の関係について、貧困が原因となる砒素被害と、砒素被害が原因

となる貧困の両面からの分析を試みている。

西表島の仲間川とマングローブ林

（ 川添いの低位樹林帯 ）

中国山西省における調査風景
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環境関連の研究 

 

３．富栄養化が進む農業用貯水池の水環境           農学研究院 

プランクトン種の季節的消長から見た水環境評価           准教授  原田  昌佳、教授  平松  和昭 

  
九州大学伊都キャンパスの拠点となる糸島地域は、古くから水稲栽培や施設園芸が盛んであり、福

岡県内有数の農業地域として知られている。その一方で、糸島地域は水資源が乏しい地域としても知

られ、水資源の確保は重要な問題となっている。そのため、糸島地域には多くの農業用貯水池が点在

しているが、近年の都市化・混住化により、農業用水源の水環境は有機汚濁や富栄養化の影響を受け

て劣化する傾向にある。  

伊都キャンパス周辺の農業用貯水池を対象に持続的かつ健全な地域水環境の保全管理に資するこ

とを目的とし、窒素、リン、全有機

炭素、クロロフィル a、溶存酸素な

どの有機汚濁・富栄養化関連項目に

関わる水質モニタリングならびに

動植物プランクトンを主とする生

物調査を平成 18 年度から継続的に

実施している。  

伊都キャンパス内に造成された

5 号調整池、ならびに同周辺の農業

用貯水池である平川池、大坂池、大

久保池を対象とし、水質・プランク

トンの各調査結果を下に対象貯水

池の水環境評価を行った結果を右

図に示す。貯水池によって植物プラ

ンクトンの出現特性は大きく異な

り、また、その綱別割合の季節的消

長を考慮することで、植物プランク

トン量と水質の間に良好な相関を

見出すことができた。 

 

４．国内外来魚が在来生物に及ぼす影響               農学研究院 助教 鬼倉 徳雄 
 

 

国外から持ち込まれた国外外来魚は、外来生物法によ

りその取り扱いが厳しく制限され始めたが、国内に生息

する生物がその生息地外に持ち込まれて定着してしまう

国内外来魚に関しては、一般的認知に乏しく、研究も進

んでいない。陸水においても水産業の盛んな日本では、

琵琶湖淀川水系から日本各地に広がった国内外来魚数種

が知られており、現在、それらが在来生物に及ぼす影響

について調査している。今のところ、国外外来魚のよう

に在来生物を駆逐してしまうほどの食害はないものの、

在来魚類との交雑や遺伝子のかく乱など、国外外来魚で

は想定されてこなかった新たな影響をもたらす可能性が

あることを突き止めている。 
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 図 2．プランクトンの綱別割合の季節変化 

 
 遠賀川水系で採集した魚 

Ａ：琵琶湖から移入された国内外来魚ハス

Ｃ：九州北部の在来魚類ヌマムツ 

Ｂ：Ａ，Ｃの交雑個体  
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環境関連の研究

５．比文理系における環境関連の研究

環境変動部門

・博多湾干潟生息動物の総合環境解析

・珊瑚礁の白化現象の解明

・ツキノワグマ大量出没と栄養状態

・クロツラヘラサギの遺伝的多様性

・絶滅の可能性がある鳥類の繁殖地

・チョウ類の環境モニタリング

・外来昆虫の生態リスク評価と防除

・地球温暖化と昆虫の分布

・環境汚染物質の評価システム

・地球環境変動に関する南極大陸

・古地磁気解析による地球環境変動

６．筑紫地区における環境関連の研究

総合理工学研究院

・バイオマス燃料などを用いた新しい低公害エンジンシステムの開発

・都市空間の熱環境形成機構の解明とその制御手法の確立

・パアッシブ手法に基づく省エネルギーと快適性を高度に満足される住居空間の開発

・地球環境圏が直面している危機に対する方策の確立

・有用新機能材料の設計と創成

・核融合や核分裂を利用した先進的核エネルギーシステム

・水素、太陽エネルギー等の多角的利用を目指した新型エネルギーシステムの開発

応用力学研究所

深刻化している地球環境問題に対応する研究を推進するため、地球環境の保全と新エネルギーの

開発に全国の研究者を結集し 「東アジア海洋大気環境研究センター 「高温プラズマ力学研究セ、 」、

ンター」の２附属センターを設けています。

先導物質化学研究所

ナノテクノロジー、環境・エネルギー、バイオ・ライフサイエンスなどの２１世紀を支える先端

的産業技術の礎として、物質化学における先導的な総合研究を展開しています。

産学連携センター

地球環境保全、環境計測、新エネルギー開発、省エネルギー技術などに関連した高性能で実用性

の高い新規なデバイス、装置、プロセスなどの発案・設計・開発・評価を行うことによりエナコロ

ジー社会の実現に貢献できる先端的、創造的プロジェクト研究を行っています。

第２章 環境活動と環境教育・研究
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新聞に報道された本学の環境活動

平成２０年４月～平成２１年３月掲載文 （九大広報５８号から６３号より抜粋）

１．環境教育、環境保全活動

4/12九州大学公開講座「九州産地の森を知ろう」開催 熊本日日･他

5/26九大生が福岡市西区で岩ガキ磨き 環境講座漁業体験 長野日報

7/ 4環境技術でアジア支援 応用力学研究所 鵜野教授 西日本

7/20サンゴ再生に潜水記録活用 与論島のＮＰＯ法人と九州大学 西日本・他

8/11「里海」を守れ 専門家に聞く 干潟や藻場の再生を 応力研 柳教授 毎日

8/16福岡から環境考えよう 九大など３大学がシンポ 読売・他3社

8/31日韓海峡圏学生サミット 中国と「環境パートナー都市」 西日本

9/ 6九大演習林を癒しの森に 篠栗九大の森 篠栗町と共同整備 西日本

9/13マイバック教室 いとエコプロジェクト 佐藤剛史研究室 読売

10/ 6足寄森のレスキュー隊 環境の大切さ学ぶ 九大北海道演習林共催 十勝毎日

10/28福岡市内の４大学連携 環境・エネルギー研究 読売

10/30環境をテーマに九大で「伊都祭」 毎日・他3社

10 4000 1/28活動 年目 九大伊都に計 本植樹 福岡グリーンヘルパーの会 西日本

200 3/ 7どんぐりの森大きく育て 九大伊都 人が植樹祭 読売

3/14東アジアの環境問題解決窓口に 九大、来月に研究拠点 日経ほか５社

２．エネルギー

5/19九大 水素利用技術研究センター 水素社会へ安全性追求 日経産業

6/27次代エネルギー実現に期待 高温高圧プラズマ装置点火式 九大応力研 朝日・他2社

7/26伊都キャンパスで環境に付加を与えない水素エネルギーの研究 読売・他

8/27海に浮かぶエコ発電所 太陽電池と風車セット 九大チーム研究 読売

11/25エネルギー創造 風車に輪 風を集める 応用力学研究所 大屋教授 読売

3/22クリーンエネルギーに未来を託し 電力の安定供給 工学 出光教授 読売

３．地球温暖化

7/ 2チョウ異変北へ 温暖化影響 比較社会文化研究院 矢田教授 西日本

7/ 8気候変動 微粒子から探る 九州大学応用力学研究所 読売

8/27牛深 サンゴ白化拡大 「温暖化の影響深刻」 野島准教授調査 熊本日々

40 11/14紅葉異変 桜悲鳴 温暖化が直撃 九大 年後予測 朝日

12/21アオウミガメの上陸増加 福津市、九大と調査 温暖化影響など解明へ 読売

8/16カブトガニ産卵ペア急減 海水温上昇が影響？ 鬼倉助教 西日本

４．砂漠化

4/24九大、中国の環境に一役 砂漠緑化や排ガス浄化 朝日・他

4/30砂漠緑化風車 九大、中国内陸部でスタート 西日本

3/ 7納豆菌で地球を救え 砂漠緑化へ アルジェリアで試験決定 原准教授 西日本

５．その他

11/28周南潤え 人工降雨実験 山口県と九州大、 水不足解消に期待 朝日・他

5/11有明海再生へ活発議論 研究者ら連携強化確認 読売

5/26黄河流量の急激な減少の原因解明の試み 九州大学応用力学研究所 日経

7/31国内魚越境 生態系乱す 九州大と岐阜大 共同調査 朝日
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エネルギー消費量と省エネ活動  
 

 

 

５．エネルギー消費抑制に向けた取り組み  

 

  地球温暖化・省エネルギー対策の一環として、「光熱水量抑制策」や「節電（消灯）に関するルー

ル」を策定し、全学へ周知するとともに、平成 17 年度より毎月、部局毎の光熱水量を本学のホーム

ページに掲載し、学生・教職員に対してより一層の抑制に対する意識啓発を図っています。 

 

 

    「光熱水量抑制策」及び「節電（消灯）に関するルール」の概要  

 
    エネルギー 

     ・電気製品は省エネルギー型に取り替える。 

     ・冷房時の室温は 28℃以上、暖房時の室温は 19℃以下とする。 

     ・冷暖房中の窓、出入口の開放を禁止する。 

        ・パソコンの電源設定を 5 分以内にセットする。 

     ・長時間、席を離れる時は、パソコンの電源を切断する。 

 

    照  明 

     ・原則として、昼休み時間及び第二・第四水曜日の 17 時 30 分以降は消灯する。 

     ・夜間の時間外における照明は、必要最小限の範囲のみとする。 

・自然光を活用する。 

・トイレ、廊下、階段等の照明装置は、人感センサー付へ取り替える。 

     ・廊下、通路及び部屋（室）等での不要な箇所の蛍光管は間引きする。 

 

     水資源 

     ・トイレは節水型に替え、必要に応じて流水音発生器を設置する。 

     ・水栓には必要に応じて節水コマを取り付ける。 

     ・水道水圧を低めに設定する。 

     ・漏水点検の徹底を図り、漏水が発生した場合は直ちに修理する。 

 

省エネポスター 

・本学では、省エネルギーの取り組みの一環として省エネポスターを掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 平成 21 年度夏期省エネポスター 平成 2０年度冬期省エネポスター
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水使用量と循環利用  

 

 

１．上下水道使用量  
 
  水の使用量は、上水、地下水・

雨水及び再生水の使用量の合計で

あり、下水道の使用量は、上水と

地下水の合計となります。 

  右の３図は、地区毎の上水及び

下水の使用量を示したのもで、地

区内にある食堂や宿舎等も含まれ

ています。  

 

    病院地区は、右図に示すとおり、

上水道の使用量は全学の 71 %を、

下 水 道 は 全 学 の 57 %を 占 め て い

ます。 

  また、全学の下水道は、過去５

年間で  11 万ｍ 3、約  11％の減少

となっています。これは、工学部

の新キャンパスへの移転という一

時的な減少もありますが、伊都地

区や筑紫地区の実験排水の再生循

環利用や、病院地区の雑用排水の

再生利用が寄与しています。 

 

   平成 20 年度の箱崎地区と伊都

地区の二酸化炭素排出量と下水道

（＝上水道＋地下水）使用量を下

表に示します。 

 

   箱 崎 ・伊 都 地 区 の比 較 （H20） 

 

    伊都地区の下水道使用量が極め

て小さいことが判ります。これは

トイレ以外のすべての排水を処理

し、再生利用しているためです。 

 

    

２．排水の再生利用  

 

  排 水 の 再 利 用 設 備 と は 、 生 活 排 水 、 食 堂 厨 房 排 水 、 実 験 排 水 、 雨 水 等 を

再 生 処 理 し 、 実 験 用 水 や ト イ レ の 洗 浄 水 と し て 再 利 用 を 図 る も の で 、 環 境

配慮と経費削減が見込めるため、伊都、病院、筑紫地区に採用しています。 

    伊都地区では、平成 20 年度の水使用量 7.68 万トンの内、61％の 4.68 万 

トンを再生水でまかなっており、病院地区では、平成 20 年度の水使用量 

59.1 万トンの内、 12％の 7.37 万トンを再生水でまかなっています。 

地  区  
CO2 

万 ト ン  

下 水 道  

万 ｍ 3 

箱  崎  14.2 20.1 

伊  都  11.4 2.5 

地  区  
再 生 水 量  

万 ｍ 3 

伊 都 地 区  4.68  

筑 紫 地 区  1.11 

病 院 地 区  7.37  

0
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H16 H17 H18 H19 H20

全学、病院及び箱崎地区の上下水道使用量

全学 下水 病院 下水 箱崎 下水
全学 上水 病院 上水 箱崎 上水
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筑紫及び別府地区の上下水道使用量

筑紫 下水 別府 下水
筑紫 上水 別府 上水
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伊都、六本松及び大橋地区の上下水道使用量

伊都 下水 六本松 下水 大橋 下水

伊都 上水 六本松 上水

万ｍ3
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九大Webリサイクルシステム

本学においては 遊休物品及び貸付物品等の情報を提供するために Ｗｅｂシステムを利用した 九、 、 「

大 リサイクルシステム」を本学ホームページに学内掲載し、平成 年 月 日から運用してWeb 18 7 1
います。物品等の有効活用、経費削減を図るため、教職員へポスター掲示等により利用の拡大を図っ

ているところです。

平成20年度の実績

成立件数 70件、 削減効果 約 1,080万円相当

「九大Ｗｅｂリサイクルシステム」の学内周知用ポスター

第３章 エネルギー・資源の削減

内　　　訳 件　数 金　　額

・実験用装置等 4 ¥2,700,000

・パソコン、複写機等（周辺機器含む） 10 ¥7,180,000

・パソコン、複写機関連消耗品

　（ＣＤ、トナー等）

9 ¥231,500

・事務用備品（机、書架、ロッカー等） 13 ¥445,000

・事務用消耗品（筆記具、用紙等） 34 ¥247,300

計 70 ¥10,803,800
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環境点検 －ごみの分別－

可燃ごみに混入している紙切れ等の資源化物調査

生活系ごみの中で可燃ごみが占める割合は大きく、さらに可燃ごみの中には資源化できるメモ用紙

等の紙切れが多く混入しています。そこで、平成 年より資源化率を高めるため、割り箸の袋、封13
筒、名刺等々小さな紙切れも古紙として回収することにより可燃ごみの減量に努めています。

平成 年からは環境点検を開始し、可燃ごみとして出されている袋の中に、古紙となる紙切れや15
ペットボトル等の資源化物がどれだけ混入しているかを各部局毎に点検しています。

平成２０年度の環境点検

平成 年度に環境点検を行った可燃ごみの重量は、全学合計で１トンを超え、学生の参加が増20
えています。

32 % 19点検した可燃ごみの袋には、不燃ごみや紙切れ、ビン、缶などが約 含まれていますが、

年度の ％に比べると 改善しています。37 5 %

環境点検を行った可燃ごみと混入物の重量 ： 全学合計 参加した構成員

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

事務局

情報基盤センター

附属図書館

附属農場・演習林

筑紫地区

芸術工学部

貝塚地区

比文等

農学部

理学部

工学部

生医研

医(保健)

薬学部

歯学部

医学部

別府先進医療セ

病 院

部局 ％ の平均

可燃ごみの中の紙切れ等の混入率［ ％ ］

紙切れ

他資源物

不燃ごみ

第３章 エネルギー・資源の削減

年 度 紙切れ
他の

資源化物
不燃ごみ

適正な

可燃ごみ
合 計

19年度 360 kg 17.3 kg 14.6 kg 663 kg 1055 kg

20年度
305 kg 38.8 kg 9.9 kg 759 kg 1112 kg

27.4 % 3.5 % 0.9 % 68.2 % 100 %

年 度 教職員
学生

院生
合 計

19年度 141 人 77 人 218 人

20年度 165 人 137 人 302 人
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環境点検 －ごみの分別－

機密文書の溶解処理

病院では、個人情報を含む文書が大量に発生し

ます。従来までは、焼却処分を行っておりました

が、環境に対する配慮から、平成19年度より溶解

処理後、トイレットペーパーや段ボールなどに再

利用される処分を実施しています。

個人情報を含みますので、取り扱いについては

、 、厳重に注意したうえで 平成20年5月に約20トン

平成21年5月に約25トンの処理を行いました。

第３章 エネルギー・資源の削減

各部局の環境点検の様子

地区（工学部）伊都

病院地区 筑紫地区
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第３章 エネルギー・資源の削減

古紙と可燃ごみ

19 20平成 年度の古紙の回収量は、減少しましたが平成

年度はトン数及び可燃ごみに対する比率も少し増加して

います。

古紙と可燃ごみに占める古紙の割合は、下のグラフに

示すように、部局等によって大きな開きがあります。可

燃ごみの中に含まれる「紙」を減らし，古紙回収への転

換を進めるために、今後も「環境点検」を継続します。

古紙回収量と可燃ごみ排出量の割合（平成20年度）

古紙分別回収の徹底（病院地区）

病院では、平成20年度に古紙分別の通知を徹底して行い、古紙回収量が126ｔに達しました。

平成19年度は109ｔの回収量であったのに比べ17ｔの増となっています。

また、医系においては、教職員に対して各部署で環境配慮活動に取り組み、継続性のある環境

マネジメントシステムを構築し、各教職員が互いに協力し合い意識をもって実際に行動していく

よう、下記のとおり古紙回収の周知徹底を図りました。

１．古紙回収の周知徹底を図るため、ポスター（下記）を各部屋に貼る。

２．部屋の一角または教職員の机の脇などに古紙回収箱を設置する。

３．各部署で古紙回収の担当者を決め、周知徹底がなされているか、時々可燃物のチェックを

行うなど、古紙回収の周知徹底を行う。

４．継続性を持って取り組むためにも互いに協力する。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合 計

筑紫地区

大橋地区

六本松地区

事務局・他

付属図書館

農学系

理学部・情報基盤

文系地区

伊都地区

病院

医系

592 ﾄﾝ

19 ﾄﾝ

22 ﾄﾝ

84 ﾄﾝ

51 ﾄﾝ

38 ﾄﾝ

46 ﾄﾝ

36 ﾄﾝ

42 ﾄﾝ

88 ﾄﾝ

126 ﾄﾝ

40 ﾄﾝ

1,987 ﾄﾝ

44 ﾄﾝ

14 ﾄﾝ

52 ﾄﾝ

85 ﾄﾝ

3 ﾄﾝ

110 ﾄﾝ

89 ﾄﾝ

70 ﾄﾝ

509 ﾄﾝ

573 ﾄﾝ

439 ﾄﾝ

古紙 可燃

年 度 古 紙 可燃ごみ 古紙の割合

17年度 592 ﾄﾝ 2,096 ﾄﾝ 22.0%

18年度 634 ﾄﾝ 1,899 ﾄﾝ 25.0%

19年度 549 ﾄﾝ 1,978 ﾄﾝ 21.7%

20年度 592 ﾄﾝ 1,987 ﾄﾝ 23.0%
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生活系廃棄物

１．資源化ごみと廃棄ごみ

生活系ごみで資源化処理をして

いるものを右の表に、廃棄処理を

しているものを下表に示します。

様々なごみの分別を行っていま

すが、資源化率は にすぎま25 %
せん。原因は可燃ごみの量が多い

ことで、資源化率を上げるには、

可燃ごみの中の紙切れを徹底的に

分別することにつきます。

そこで、平成 年より可燃ご13
みとして出された袋の中に古紙と

して資源化できる紙切れがどれだ

け含まれているかを、環境点検と

称して調査しています。

右下の写真は、ペットボトルの

破砕処理工場です。圧縮されたペ

ッ ト ボ ト ル は こ の 工 場 に 集 め ら

れ、破砕処理された後、中国でラ

ベル等が水で分離され、資源化さ

れます。

蛍光管、乾電池、スプレー缶

蛍光管には水銀が含まれていることから、昭和 年から水銀回収の委託処理を行っています。乾63
電池は収集業者による破砕作業の後、金属回収の処理工場に搬入されます。使い残しのスプレー缶は、

安全のため、また少しでも地球を汚染しないように、専門業者によるガス処理を行った後、資源化処

理を行っています。

第３章 エネルギー・資源の削減

資源化ごみ トン

古  紙 591.8

瓶 21.5

飲料缶 32.1

ペットボトル 40.4

金属くず 69.0

発泡スチロール 0.7

廃蛍光管 5.7

乾電池 2.6

バッテリー 0.6

スプレー缶 0.15

　　合　計 764.6

蛍光管の集荷作業 乾電池の破砕作業 スプレー缶のガス処理

廃棄ごみ トン

可燃ごみ 1987.4

不燃ごみ 93.7

混合廃棄物 213.1

　合　計 2294.2 圧縮されたペットボトルと破砕処理 (株)三木ﾗｲﾝｽﾞ
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用紙使用量とグリーン購入

用紙使用量
用紙使用量の削減は，経費削減・環境配慮の両面から取り組

んでいるところです。

今後も使用量抑制のために，裏紙利用や複数ページを１ペー

ジに印刷するＮアップ機能などを利用することにより，今まで

以上の意識向上に努め，取り組みを継続して実施します。

また，複合機への切り替えや古紙回収なども視野に入れて抑

制を進めます。

グリーン購入
グリーン購入とは、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（グリーン購入法）に

基づき、環境にやさしい物品の購入やサービスの提供を推進するものです。本学においても、「環境

物品等の調達の推進を図るための方針」を策定・公表し、これに基づいて環境物品等の調達を推進す

る努力をしています。

具体的には、調達案件の仕

様書等に、グリーン購入基準

適 合 製 品 で あ る こ と を 明 記

し、可能な限り環境への負荷

の少ない物品等の調達を目指

しています。

平成 年度の特定調達品目20
については、下表に示す調達

実績がある品目についてグリ

ーン購入を行いました。

今後も、グリーン購入基準

適合製品の購入を推進するよ

う大学全体で取り組むことが

必要と考えています。

第３章 エネルギー・資源の削減

平成 20年度調達グリーン購入基準適合製品

分　　野 摘　　要 調　達　量

紙類 コピー用紙等 229,631 ｋｇ

文具類 文具 500,680 個

オフィス家具類 事務機器等 2,634 台

ＯＡ機器 コピー機等 5,161 台

家電製品
電気冷蔵庫等 188 台

記録用メディア 27,651 個

ｴｱｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ等 ｴｱｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ等 157 台

温水器等 電気給湯器等 31 台

照明

蛍光灯照明器具 244 台

LED照明器具 27 台

蛍光管等 20,810 本

自動車等
自動車等 11 台

ETC対応車載器等 25 個

消火器 消火器 414 本

制服・作業服 作業服等 354 着

インテリア・寝装寝具

カーテン等 51 枚

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ等 391 ㎡

ﾍﾞｯﾄﾞﾌﾚｰﾑ等 25 台

作業手袋 作業手袋 10,350 組

その他繊維製品
集会用テント 3 台

ブルーシート等 22 枚

役務 印刷等 5,224 件

年度 購入枚数 再生紙

H17 6,548 万枚 A4,A3,B5,B4

H18 6,476 万枚 A4,A3,B5,B4

H19 6,543 万枚 A4,A3

H20 6,384 万枚 A4,A3
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化学物質の適正管理

１．化学物質管理システムの導入

化学物質管理支援システムは、薬品をパソコンに

登録することにより管理するもので、平成 年度18
より全学へ導入されました。

システムは右図に示すように、学内のパソコンで

のみ利用でき、パソコンに薬品を登録すると、その

薬品の法規制や安全情報（MSDS)を得ることがで

きます。

平成21年2月にシステムの利用状況を調査しまし

30た。システムを利用していない研究室が、未だ約

％ありました。また、毒物、劇物は使用する度に使

用量、使用目的等を入力する”使用量管理”をお願

いしていますが、約 ％の研究室が”使用量管理87
”を実施していました。

（特定化学物質の環境への排出量の把握及び管理の改善の促進に関する法律）２．ＰＲＴＲ法

研究室等で 年間に使用した有害な化学物質について、廃棄した量、下水道に流れた量及び大気等1
地球上に排出した量を、キャンパス毎に集計し毎年届け出ることが、に定められています。

平成 年度は、伊都地区と箱崎地区でジクロロメタンとクロロホルムが、病院地区でクロロホル20
ムとキシレン、エチレンオキシドが届け出の対象となりました。

PRTR法対象化学物質（平成20年度 届け出分） ：ｋｇ単位

年間 廃液処理 大気へ 下水道

取扱量 移動量 排出量 移動量

5,090 4,827 262 0.04 0.105
3,246 3,128 118 0.24 0.0
3,568 3,323 244 0.59 0.0
3,513 3,335 176 2.40 0.0
1,413 1,323 88 2.19 0.075
1,154 1,125 28 1.07 0.0

779 0 0.00 0.00 779.0

地 区 物 質 名
自己
処理

伊 都
　ジクロロメタン 

　クロロホルム  

箱 崎
　ジクロロメタン 

　クロロホルム  

馬 出

　クロロホルム  

キシレン

エチレンオキシド

平成21年2月調査

利 用 状 況 工学系 理学 農学系 医系 六本松 筑紫 合 計

システムを利用中 52 26 35 72 9 11 205

これから利用予定 28 7 35 20 2 9 101

薬品管理システムを利用している研究室

在庫本数 登録率 使用量管理 本数管理

　毒物、劇物 16,769 本 75 ％ 87 ％ 13 ％

　その他の薬品 102,580 本 56 ％ 18 ％ 82 ％

管理方法システム登録状況
薬品種別
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専用サーバー
事務局第１庁舎

学内LAN

バーコードプリンター

バーコードリーダー

電子天秤

専用サーバー
事務局第１庁舎

学内LAN

バーコードプリンター

バーコードリーダー

電子天秤
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化学物質の適正管理

３．揮発性化学物質のリスク見積もり

平成 年 月、実験者自身によるリスクの見積もりを各20 7
。 、研究室毎に実施しました 有機溶剤等の化学物質については

揮発濃度、取扱量、作業時間、換気方法及びこれまでの作業

環境測定の結果等について、粉じんについては有害性、取扱

量、作業時間等についてリスクを５段階評価しました。

下表は、揮発性化学物質の有害性を、揮発濃度／管理濃度

（ 揮発濃度：１日の取扱量、蒸気圧より求める。管理濃度

：作業環境測定での管理区分判定濃度）で表したものです。

濃度比が３以上となる化学物質が管理区分Ⅱ、Ⅲを指摘され

ています。作業場の ％が濃度比１以下であり、これらの72
部屋は安全衛生上、ほとんど問題ありません。

排水の水質管理

福岡市の立ち入り検査は、平成 年度も ヶ所の排水口に対して、 の（福岡市立ち入り検査） 20 9 31
水質項目について行われましたが、基準値超過はなく、有害物質については基準値の

を超える項目もありませんでした。20%
学内の排水は毎週水質測定を行い管理しており、毎月第１週の測定結果は福岡市等下（自主検査）

20 90%水道管理者に報告しています 平成 年度は 筑紫地区の排水口において基準値の。 、

0.0045 mg/L 0.005 mg/L 40%の水銀 基準値 が検出されたのみで 他は 全て基準値の（ ） 、

以下にでした。

0～0.3 0.3～１ 1～3 3～10 10～

アセトン 152 42 20 4 2

メタノール 95 57 27 14 4 2

クロロホルム 25 33 22 18 30 4

イソプロピルアルコール 77 4 2 1

ノルマルヘキサン 11 18 28 19 4 7

エチルエーテル 52 13 6

酢酸エチル 40 21 7

ホルムアルデヒド 2 3 7 13 41 9

ジクロロメタン 5 16 20 7 16 3

トルエン 40 10 4 4 1

N, N-ジメチルホルムアミド 26 13 3 2

キシレン 40 3 1

テトラヒドロフラン 32 5 3 1

ベンゼン 6 1 2 3 13 4

1, 4-ジオキサン 10 5 4

その他、22の化学物質合計 66 4 5 1

合　計     679 248 160 87 109 32

％　     53 % 19 % 13 % 7 % 8 % 

管理区分

Ⅱ、Ⅲ
化学物質

 揮発濃度／管理濃度

揮発濃度／管理濃度 と 管理区分Ⅱ、Ⅲ の関係　　　数値は部屋数

第４章 安全と化学物質の管理
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実験系廃棄物の処理

1．電子マニフェストの導入

産業廃棄物を委託処理する場合には、これまでは紙マニフェスト（産業廃棄物管理票、積み荷目

録）を交付してきましたが、平成 年 月より電子マニフェストを導入しています。20 6
平成 年度は、紙マニフェストを約 件（ 紙で１万枚）交付していますが、これらを電子19 1,500

マニフェストに切り替えることにより、収集運搬や処分の完了通知の送付が無くなり、紙資源の節

減、短時間での交付、さらに、紙マニフェストの５年間保管、毎年の「管理票交付状況報告書」の

提出等も電子マニフェストを利用した分については必要でなくなります。

現在は、処理を委託している業者にも （財）日本産業廃棄物処理振興センターの電子情報処理、

センターに登録して頂き、医療系廃棄物、無機系・有機系廃液、廃薬品、分別ごみ等に電子マニフ

ェストを利用しています。

２．廃棄物の処理状況の確認

病院地区及び別府先進医療センターでは、病院特有の廃棄物として医療廃棄物が適正な処分

がなされているかの検証を、病院職員によって毎年行っています。平成20年度も医療廃棄物を

運搬するトラックを追跡し、処分までの実態検証を行いました。

紙マニフェスト（7枚綴り） 電子マニフェスト

荷下ろし作業 焼却炉へ投入 焼却炉へ移動

医療廃棄物の詰め込み作業 収集運搬車の運搬風景 処分場到着

第４章 安全と化学物質の管理
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実験系廃棄物の処理

３．実験廃液の処理

実験廃液の種類と 年度処理量を下表に示します。無機系廃液は毎月 専用容器で、有機19 20L
系廃液は偶数月にドラム缶で集荷しています。年間の処理量は無機系廃液が 、有機系廃17.1 ton
液が となっています。114.2 ton

写真定着廃液は廃液のまま銀の回収処理を委託、その他の無機系廃液は、本学の特殊廃液処理

施設において中和凝集沈殿処理を行い、処理汚泥は重金属回収処理を委託しています。

４．廃液処理汚泥、医療廃棄物、焼却灰、廃薬品の処理

実験廃液を処理したときに発生する汚泥や実験系の有害付着ごみ及び乾電池等は、北九州市の光

和精鉱(株)で金属を回収した後、セメント原料となっています。

、 。医療廃棄物は主に病院から 焼却灰は医学系及び別府地区の実験動物焼却炉から発生しています

とくに病院では、感染性の医療廃棄物が多く発生するため取扱に注意が必要です。医療廃棄物の

、 （ ） 、搬出方法としては 針の付いた注射器やメス等の鋭利な物は堅いプラスチック容器 下図 に入れ

その他の医療廃棄物は専用の透明ビニール袋に入れて廃棄しています。

５．その他の実験系ごみ（ 実験系可燃ごみ、有害付着ごみ、疑似医療系 ）

ごみの分別を始めた平成 年以前は、表記のごみは全て、生活8
系可燃及び不燃ごみとして福岡市指定業者によって回収されてい

ましたが、現在は廃棄物処理法に則り産業廃棄物として処理して

います。

薬品空瓶はその汚れ具合により、資源化瓶、不燃ごみ、有害付

着ごみの 通りの分けるなど、廃棄物は可能な限り資源化し、な3
お安全な処理を行っています。

（ ）感染性医療廃棄物 注射器

第４章 安全と化学物質の管理

廃 棄 物 トン

廃液処理汚泥 1.51

医療廃棄物 476.4

焼却灰 3.8

廃薬品 6.8

回収金属のストックヤード

廃 棄 物 トン

実験系可燃ごみ 79.8

有害付着ごみ 12.4

疑似医療系 0.9

実験廃液の種類 処理量[ton] 処理方法

無機系廃液

重金属廃液 10.64

中和凝集沈殿

→　重金属回収

　　　委託処理

有機物含有重金属廃液 3.52
シアン・ヒ素廃液 0.94
フッ素廃液 0.8
無機水銀廃液 0.1
写真定着廃液 1.82

有機系廃液
ハロゲン化有機溶剤 32.2

焼　却
その他の有機廃液 78.1
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「記載事項等の手引き」との対照表

「記載」の記号： ◎：準拠して記載、 ○：一部記載、 ×：記載なし、 －：該当なし

表中の「告示 ： 「環境報告書の記載事項等に関する告示」」

記載事項等の手引き 環境報告ガイドライン（2007 年版） 記載 九州大学環境報告書 2009 頁

[１] 事業活動に係る環境配

慮の方針等  （告示第２の１）

 経営責任者の緒言          ◎  総長・部局等トップメッセージ     1、5

 事業活動における環境配慮の方針 ◎  九州大学環境方針            4

[２] 主要な事業内容、対象

とする事業年度等

（告示第２の２）

 報告に当たっての基本的要件

 事業の概況    
◎  大学概要                    

2

[３] 事業活動に係る環境     

  配慮の計画（告示第２の３）

 事業活動における環境配慮の取組に

関する目標、計画及び実績等の総括
◎  環境活動計画、評価及び目標

12

[４] 事業活動に係る環境     

     配慮の取組の体制等    

　  　（告示第２の４）

 環境マネジメントの状況 ○  環境マネジメント体制          

11

[５]　事業活動に係る環境

     　配慮の取組の状況等

      （告示第２の５)

 総エネルギー投入量及びその低減対策 ○  エネルギー消費量と省エネ活動  31

 総物質投入量及びその低減対策 ○  用紙使用量とグリーン購入      40

 水資源投入量及びその低減対策 ○

 水使用量と循環利用      34 事業エリア内で循環的利用を行っている

物質量等
○

 温室効果ガスの排出量及びその低減対策 ○
 九州大学生活協同組合の環境活動 19

 エネルギー消費量と省エネ活動 31

 大気汚染、生活環境に係る負荷量及び

その低減対策
○  化学物質の適正管理 41

 化学物質排出量・移動量及び

その低減対策
○

 化学物質の適正管理     41

 実験系廃棄物の処理 43

 廃棄物等総排出量、廃棄物最終処分量

及びその低減対策
◎

 九大 Webリサイクルシステム 35

 環境点検　－ごみの分別－ 36

 古紙と可燃ごみ、生活系廃棄物     38,39

 総排水量等及びその低減対策 ○  水使量と循環利用          34

 グリーン購入・調達の状況 ◎  用紙使用量とグリーン購入 40

 環境に配慮した新技術、DfE 等の研究

開発の状況
◎

 次世代エネルギーの開発 16

 環境関連の研究 27

 新聞に報道された本学の環境活動 30

 環境に配慮した輸送に関する状況 －  －

 生物多様性の保全と生物資源に持続可能

な利用の状況
○  新キャンパスにおける環境活動 17

 環境に関する社会貢献活動の状況  ○ 公開講座及び社会連携事業 25

[6 ]　製品・サービス等に

　係る環境配慮の情報

（告示第 2 の 6 ）

 環境負荷低減に資する製品・サービスの

状況
◎

 学生参加の環境活動 13

 環境安全教育 22

「環境月間」行事 20

 総製品生産量又は総商品販売量 －     －

[７]　  その他

（告示第２の７）

 環境に関する規制の遵守状況  ○  排水の水質管理 42

 環境コミュニケーションの状況 ○  九州大学環境方針  4
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自 己 評 価

九州大学では各部局等で作成された「部局等環境報告書」を基に「九州大学環境報告書」を作

成しています。環境報告書の作成も４冊目となり 「部局等環境報告書」により各部局の環境に、

関する取り組み状況をより的確に把握することができるようになりました。

「部局等環境報告書」からは、着実に環境マネジメントシステムの構築・推進が実施されてき

ている部局等もありますが、部局等環境報告書の作成に携わる人が事務職員だけの部局もあるよ

うに感じます。再度、各部局に環境マネジメント体制の確立を促す必要があります。

また、大学における最も重要な環境側面は、環境に関する研究と環境教育であることから、学

生を中心とした多くの構成員が参加する環境活動を実施することが重要です。全学の環境活動の

取り組みと共に、各部局毎においても独自の取り組みが少ないように思います。

報告書の作成においては、今後とも、排水の基準値超過等のネガティブ情報なども積極的環境

に開示する方針です。また、廃棄物や二酸化炭素の排出量が全学の約 を占める病院の現地開50 %
発や新キャンパス移転を抱えている現在、本学の廃棄物及び二酸化炭素の排出量は大きく変動し

ていることから、短期的な数値の計画、目標値の設定は難しいですが、中長期的なエネルギー・

資源の削減計画も策定し、行動することが求めらます。

今後の課題を以下にまとめます。

１．部局等の環境マネジメント体制の確立。

２．多くの構成員が参加する環境活動を計画、実施する。

３．中長期的な目標の策定。

平成 年 月 日21 9 24

九州大学環境部会幹事

編 集 九州大学環境保全管理委員会

6-10-1 812-8581連絡先 福岡市東区箱崎 〒

九州大学施設部施設企画課総務係

TEL 092-642-2213 FAX 092-642-2207／
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